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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アダプタであって、
　入力された交流を変換することにより、前記アダプタの出力電圧及び出力電流を得るよ
うに構成された電力変換ユニットと、
　入力端が前記電力変換ユニットに接続され、前記アダプタの出力電圧を検出することに
より、前記アダプタの出力電圧が所定の目標電圧に達したか否かを示す電圧フィードバッ
ク信号を生成するように構成された電圧フィードバックユニットと、
　入力端が前記電力変換ユニットに接続され、前記アダプタの出力電流を検出することに
より、前記アダプタの出力電流が所定の目標電流に達したか否かを示す電流フィードバッ
ク信号を生成するように構成された電流フィードバックユニットと、
　入力端が前記電圧フィードバックユニットの出力端及び前記電流フィードバックユニッ
トの出力端に接続され、出力端が前記電力変換ユニットに接続され、前記電圧フィードバ
ック信号及び前記電流フィードバック信号を受信し、前記電圧フィードバック信号が前記
アダプタの出力電圧が前記目標電圧に達したことを示す場合、又は前記電流フィードバッ
ク信号が前記アダプタの出力電流が前記目標電流に達したことを示す場合、前記アダプタ
の出力電圧及び出力電流を安定化させるように構成された電力調整ユニットと、
　前記電圧フィードバックユニットに接続され、前記目標電圧の値を調整するように構成
された第１調整ユニットと、
を含み、前記第１調整ユニットは、被充電装置からバッテリの現在の電気量情報、電圧情
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報及び温度情報を受信し、バッテリの現在の電気量情報、電圧情報及び温度情報に応じて
目標電圧の値をリアルタイムで調整し、
　前記アダプタは、定電流モードである第２充電モードで動作可能であり、前記第２充電
モードにおいて、前記アダプタの出力電流が脈動直流であり、
　前記アダプタは、定電圧モードである第１充電モードで動作可能であり、前記電力変換
ユニットは、二次フィルタユニットを備え、前記アダプタは、前記二次フィルタユニット
に接続された制御ユニットを含み、前記制御ユニットが、前記第１充電モードにおいて前
記二次フィルタユニットを動作させるように制御することにより前記アダプタの出力電圧
の電圧値が一定に維持され、前記第２充電モードにおいて前記二次フィルタユニットの動
作を停止させるように制御することにより前記アダプタの出力電流が脈動直流になること
を特徴とするアダプタ。
【請求項２】
　前記電圧フィードバックユニットは、
　入力端が前記電力変換ユニットに接続され、前記アダプタの出力電圧をサンプリングし
て第１電圧を得るように構成された電圧サンプリングユニットと、
　入力端が前記電圧サンプリングユニットの出力端に接続され、前記第１電圧と第１基準
電圧とを比較して、前記第１電圧と前記第１基準電圧との比較結果に基づいて前記電圧フ
ィードバック信号を生成するように構成された電圧比較ユニットと、を含み、
　前記第１調整ユニットは、前記電圧比較ユニットに接続され、前記電圧比較ユニットに
前記第１基準電圧を供給し、前記第１基準電圧の値を調整することにより前記目標電圧の
値を調整することを特徴とする、請求項１に記載のアダプタ。
【請求項３】
　前記第１調整ユニットは、制御ユニットと、第１ディジタル／アナログ変換器とを備え
、前記第１ディジタル／アナログ変換器は、入力端が前記制御ユニットに接続され、出力
端が前記電圧比較ユニットに接続され、前記制御ユニットは、前記第１ディジタル／アナ
ログ変換器を通じて前記第１基準電圧の値を調整することを特徴とする、請求項２に記載
のアダプタ。
【請求項４】
　前記電圧比較ユニットは、第１オペアンプを備え、前記第１オペアンプは、前記第１電
圧を受ける逆相入力端と、前記第１基準電圧を受ける同相入力端と、前記電圧フィードバ
ック信号を生成する出力端とを備えることを特徴とする、請求項２又は３に記載のアダプ
タ。
【請求項５】
　前記アダプタは、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、前記第１調整
ユニットは、前記アダプタの現在使用されている第１充電モード又は第２充電モードに基
づいて、前記目標電圧の値の調整を実行することを特徴とする、請求項２～４のいずれか
１項に記載のアダプタ。
【請求項６】
　前記アダプタは、前記電流フィードバックユニットに接続され、前記目標電流の電流値
を調整するために構成された第２調整ユニットをさらに含むことを特徴とする、請求項１
～５のいずれか１項に記載のアダプタ。
【請求項７】
　前記電流フィードバックユニットは、
　入力端が前記電力変換ユニットに接続され、前記アダプタの出力電流をサンプリングし
て、前記アダプタの出力電流の大きさを示す第２電圧を得るように構成された電流サンプ
リングユニットと、
　入力端が前記電流サンプリングユニットの出力端に接続され、前記第２電圧と第２基準
電圧とを比較して、前記第２電圧と前記第２基準電圧との比較結果に基づいて前記電流フ
ィードバック信号を生成するように構成された電流比較ユニットと、を含み、
　前記第２調整ユニットは、前記電流比較ユニットに接続され、前記電流比較ユニットに
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前記第２基準電圧を供給し、前記第２基準電圧の電圧値を調整することにより前記目標電
流の電流値を調整することを特徴とする、請求項６に記載のアダプタ。
【請求項８】
　前記第２調整ユニットは、制御ユニットと、第２ディジタル／アナログ変換器とを備え
、前記第２ディジタル／アナログ変換器は、入力端が前記制御ユニットに接続され、出力
端が前記電流比較ユニットに接続され、前記制御ユニットは、前記第２ディジタル／アナ
ログ変換器を通じて前記第２基準電圧の電圧値を調整することを特徴とする、請求項７に
記載のアダプタ。
【請求項９】
　前記電流比較ユニットは、第２オペアンプを備え、前記第２オペアンプは、前記第２電
圧を受ける逆相入力端と、前記第２基準電圧を受ける同相入力端と、前記電流フィードバ
ック信号を生成する出力端とを備えることを特徴とする、請求項７又は８に記載のアダプ
タ。
【請求項１０】
　前記アダプタは、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、前記第２調整
ユニットは、前記アダプタの現在使用されている第１充電モード又は第２充電モードに基
づいて、前記目標電流の電流値の調整を実行することを特徴とする、請求項７～９のいず
れか１項に記載のアダプタ。
【請求項１１】
　前記アダプタは、定電圧モードである第１充電モードで動作可能であり、前記定電圧モ
ードにおいて、前記目標電圧は前記定電圧モードに対応する電圧であり、前記目標電流は
前記アダプタの前記定電圧モードで許容される最大出力電流であり、
　前記電力調整ユニットは、前記電圧フィードバック信号に基づいて、前記アダプタの出
力電圧を前記定電圧モードに対応する電圧に調整し、前記電流フィードバック信号が前記
アダプタの出力電流が前記アダプタの前記定電圧モードで許容される最大出力電流に達し
たことを示す場合、前記アダプタの出力電流が前記アダプタの前記定電圧モードで許容さ
れる最大出力電流を超えないように制御するように構成されていることを特徴とする、請
求項１～１０のいずれか１項に記載のアダプタ。
【請求項１２】
　前記電力変換ユニットは、一次整流ユニットと、変圧器と、二次整流ユニットと、二次
フィルタユニットとを含み、前記一次整流ユニットは、脈動波形の電圧を前記変圧器に直
接出力することを特徴とする、請求項１１に記載のアダプタ。
【請求項１３】
　前記アダプタの前記定電圧モードで許容される最大出力電流は、前記二次フィルタユニ
ットにおけるキャパシタ容量に基づいて決定されることを特徴とする、請求項１２に記載
のアダプタ。
【請求項１４】
　前記アダプタは、定電流モードである第２充電モードで動作可能であり、前記定電流モ
ードにおいて、前記目標電圧は前記アダプタの前記定電流モードで許容される最大出力電
圧であり、前記目標電流は前記定電流モードに対応する電流であり、
　前記電力調整ユニットは、前記電流フィードバック信号に基づいて、前記アダプタの出
力電流を前記定電流モードに対応する電流に調整し、前記電圧フィードバック信号が前記
アダプタの出力電圧が前記アダプタの前記定電流モードで許容される最大出力電圧に達し
たことを示す場合、前記アダプタの出力電圧が前記アダプタの前記定電流モードで許容さ
れる最大出力電圧を超えないように制御するように構成されていることを特徴とする、請
求項１～１３のいずれか１項に記載のアダプタ。
【請求項１５】
　前記電圧フィードバックユニットは、出力端が前記電圧フィードバック信号を出力する
ように構成された第１オペアンプを備え、前記電流フィードバックユニットは、出力端が
前記電流フィードバック信号を出力するように構成された第２オペアンプを備え、
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　前記電力調整ユニットは、第１ダイオードと、第２ダイオードと、光電結合ユニットと
、パルス幅変調制御ユニットとを備え、前記電圧フィードバックユニットの第１オペアン
プの出力端が前記第１ダイオードのカソードに接続され、前記第１ダイオードのアノード
が前記光電結合ユニットの入力端に接続され、前記電流フィードバックユニットの第２オ
ペアンプの出力端が前記第２ダイオードのカソードに接続され、前記第２ダイオードのア
ノードが前記光電結合ユニットの入力端に接続され、前記光電結合ユニットの出力端が前
記パルス幅変調制御ユニットの入力端に接続され、前記パルス幅変調制御ユニットの出力
端が前記電力変換ユニットに接続されていることを特徴とする、請求項１～１４のいずれ
か１項に記載のアダプタ。
【請求項１６】
　前記アダプタは、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、前記第２充電
モードにおける被充電装置に対する充電速度が前記第１充電モードにおける前記被充電装
置に対する充電速度より速く、前記アダプタは、制御ユニットを含み、前記アダプタが被
充電装置と接続される過程において、前記制御ユニットが、前記被充電装置と双方向通信
を行うことにより、前記第２充電モードにおける前記アダプタの出力を制御することを特
徴とする、請求項１～１５のいずれか１項に記載のアダプタ。
【請求項１７】
　前記制御ユニットが、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モ
ードにおける前記アダプタの出力を制御することは、
　前記制御ユニットが、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記アダプタと
前記被充電装置との間の充電モードをネゴシエーションすることを含むことを特徴とする
、請求項１６に記載のアダプタ。
【請求項１８】
　前記制御ユニットが、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モ
ードにおける前記アダプタの出力を制御することは、
　前記制御ユニットが、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モ
ードにおける前記アダプタから出力された前記被充電装置を充電するための充電電圧を決
定することと、
　前記制御ユニットが、前記目標電圧の電圧値が前記第２充電モードにおける前記アダプ
タから出力された前記被充電装置を充電するための充電電圧に等しくなるように、前記目
標電圧の電圧値を調整することと、を含むことを特徴とする、請求項１６又は１７に記載
のアダプタ。
【請求項１９】
　前記制御ユニットが、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モ
ードにおける前記アダプタの出力を制御することは、
　前記制御ユニットが、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モ
ードにおける前記アダプタから出力された前記被充電装置を充電するための充電電流を決
定することと、
　前記制御ユニットが、前記目標電流の電流値が前記第２充電モードにおける前記アダプ
タから出力された前記被充電装置を充電するための充電電流に等しくなるように、前記目
標電流の電流値を調整することと、を含むことを特徴とする、請求項１６～１８のいずれ
か１項に記載のアダプタ。
【請求項２０】
　アダプタに使用された充電制御方法であって、
　入力された交流を電力変換ユニットによって変換することにより、前記アダプタの出力
電圧及び出力電流を得ることと、
　前記アダプタの出力電圧を検出することにより、前記アダプタの出力電圧が所定の目標
電圧に達したか否かを示す電圧フィードバック信号を生成することと、
　前記アダプタの出力電流を検出することにより、前記アダプタの出力電流が所定の目標
電流に達したか否かを示す電流フィードバック信号を生成することと、
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　前記電圧フィードバック信号が前記アダプタの出力電圧が前記目標電圧に達したことを
示す場合、又は前記電流フィードバック信号が前記アダプタの出力電流が前記目標電流に
達したことを示す場合、前記アダプタの出力電圧及び出力電流を安定化させることと、
　前記目標電圧の値を調整することと、
を含み、前記目標電圧の値を調整することは、被充電装置からバッテリの現在の電気量情
報、電圧情報及び温度情報を受信し、バッテリの現在の電気量情報、電圧情報及び温度情
報に応じて目標電圧の値をリアルタイムで調整することを含み、
　前記アダプタは、定電流モードである第２充電モードで動作可能であり、前記第２充電
モードにおいて、前記アダプタの出力電流が脈動直流であり、
　前記アダプタは、定電圧モードである第１充電モードで動作可能であり、前記電力変換
ユニットは、二次フィルタユニットを備え、前記アダプタは、前記二次フィルタユニット
に接続された制御ユニットを含み、前記制御ユニットが、前記第１充電モードにおいて前
記二次フィルタユニットを動作させるように制御することにより前記アダプタの出力電圧
の電圧値が一定に維持され、前記第２充電モードにおいて前記二次フィルタユニットの動
作を停止させるように制御することにより前記アダプタの出力電流が脈動直流になること
を特徴とする充電制御方法。
【請求項２１】
　前記アダプタの出力電圧を検出することにより、電圧フィードバック信号を生成するこ
とは、
　前記アダプタの出力電圧をサンプリングして第１電圧を得ることと、
　前記第１電圧と第１基準電圧とを比較することと、
　前記第１電圧と前記第１基準電圧との比較結果に基づいて前記電圧フィードバック信号
を生成することと、を含み、
　前記目標電圧の値を調整することは、
　前記第１基準電圧の値を調整することにより、前記目標電圧の値を調整することを含む
ことを特徴とする、請求項２０に記載の充電制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電技術分野に関し、より具体的に、アダプタ及び充電制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アダプタは、電源アダプタとも呼ばれ、被充電装置（例えば、端末）を充電するために
使用される。現在、市販のアダプタは、一般的に、定電圧で被充電装置（例えば、端末）
を充電するが、被充電装置（例えば、端末）によって引き出された電流はアダプタが提供
可能な最大出力電流閾値を超えたときに、アダプタが過負荷保護状態に入ることを引き起
こし、被充電装置（例えば、端末）への充電を続行できない可能性がある。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明の実施形態は、充電過程の安全性を向上させるためにアダプタ及び充電制御方法
を提供する。
【０００４】
　第一の態様では、アダプタであって、入力された交流（ＡＣ）を変換することにより、
上記アダプタの出力電圧及び出力電流を得るように構成された電力変換ユニットと、入力
端が上記電力変換ユニットに接続され、上記アダプタの出力電圧を検出することにより、
上記アダプタの出力電圧が所定の目標電圧に達したか否かを示す電圧フィードバック信号
を生成するように構成された電圧フィードバックユニットと、入力端が上記電力変換ユニ
ットに接続され、上記アダプタの出力電流を検出することにより、上記アダプタの出力電
流が所定の目標電流に達したか否かを示す電流フィードバック信号を生成するように構成
された電流フィードバックユニットと、入力端が上記電圧フィードバックユニットの出力
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端及び上記電流フィードバックユニットの出力端に接続され、出力端が上記電力変換ユニ
ットに接続され、上記電圧フィードバック信号及び上記電流フィードバック信号を受信し
、上記電圧フィードバック信号が上記アダプタの出力電圧が上記目標電圧に達したことを
示す場合、又は上記電流フィードバック信号が上記アダプタの出力電流が上記目標電流に
達したことを示す場合、上記アダプタの出力電圧及び出力電流を安定化させるように構成
された電力調整ユニットと、を含むアダプタを提供する。
【０００５】
　第二の態様では、アダプタに使用された充電制御方法であって、入力された交流（ＡＣ
）を変換することにより、上記アダプタの出力電圧及び出力電流を得ることと、上記アダ
プタの出力電圧を検出することにより、上記アダプタの出力電圧が所定の目標電圧に達し
たか否かを示す電圧フィードバック信号を生成することと、上記アダプタの出力電流を検
出することにより、上記アダプタの出力電流が所定の目標電流に達したか否かを示す電流
フィードバック信号を生成することと、上記電圧フィードバック信号が上記アダプタの出
力電圧が上記目標電圧に達したことを示す場合、又は上記電流フィードバック信号が上記
アダプタの出力電流が上記目標電流に達したことを示す場合、上記アダプタの出力電圧及
び出力電流を安定化させることと、を含む充電制御方法を提供する。
【０００６】
　本発明の実施形態に係るアダプタは、電圧フィードバックユニット及び電流フィードバ
ックユニットの両方を含む。そのうち、電圧フィードバックユニット、電力調整ユニット
及び電力変換ユニットは、アダプタの出力電圧を閉ループ制御するためのハードウェア回
路、すなわちハードウェア式の電圧フィードバックループを形成する。一方、電流フィー
ドバックユニット、電力調整ユニット及び電力変換ユニットは、アダプタの出力電流を閉
ループ制御するためのハードウェア回路、すなわちハードウェア式の電流フィードバック
ループを形成する。本発明の実施形態に係る電力調整ユニットは、二重ループフィードバ
ック制御に基づいて、電圧フィードバック信号及び電流フィードバック信号により提供し
たフィードバック情報を考慮して、アダプタの出力電圧及びアダプタの出力電流のうちの
いずれか一方が目標値に達した場合、アダプタの出力電圧及び出力電流を安定化させる。
換言すれば、本発明の実施形態において、アダプタの出力電圧及び出力電流のうちのいず
れか一方が目標値に達すると、電力調整ユニットは、この事情を直ちに感知して即時に応
答することにより、アダプタの出力電圧及び出力電流を安定させ、充電過程の安全性を向
上させる。
【０００７】
　以下、本発明の実施形態に係る技術案をより明確に説明するために、本発明の実施形態
の説明に必要な図面について簡略に紹介する。下記の説明における図面は、本発明のいく
つかの実施形態に過ぎず、当業者にとって、創造的な努力なしにこれらの図面により他の
図面を想到し得ることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明の一実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、本発明の実施形態に係る電力変換ユニットの概略構造図である。
【図２】図２は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図３】図３は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図４】図４は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図５】図５は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図６】図６は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図７】図７は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図８】図８は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図９】図９は、本発明の実施形態に係る電圧比較ユニットの概略構造図である。
【図１０】図１０は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１１】図１１は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
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【図１２】図１２は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１３】図１３は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１４】図１４は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１５】図１５は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１６】図１６は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１７】図１７は、本発明の実施形態に係る電流比較ユニットの概略構造図である。
【図１８】図１８は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図１９Ａ】図１９Ａは、本発明の実施形態に係る第２アダプタと被充電装置との接続方
法を示す模式図である。
【図１９Ｂ】図１９Ｂは、本発明の実施形態に係る急速充電通信プロセスの模式図である
。
【図２０】図２０は、脈動直流（pulsatingdirect current）の電流波形の模式図である
。
【図２１】図２１は、本発明の別の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。
【図２２】図２２は、本発明の実施形態に係る定電流モードにおける脈動直流の模式図で
ある。
【図２３】図２３は、本発明の実施形態に係る第２アダプタの回路図である。
【図２４】図２４は、本発明の実施形態に係る充電制御方法のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態における添付図面を参照しながら、本発明の実施形態における
技術案を明確かつ完全に説明する。説明した実施形態は本発明の一部の実施形態に過ぎず
、すべての実施形態ではないことが明らかである。当業者が創造的な努力をしない前提で
本発明の実施形態に基づいて得られるすべての他の実施形態は、本発明の保護範囲に含ま
れるべきである。
【００１０】
　関連技術では、定電圧モードで動作して被充電装置（例えば、端末）を充電するための
一第１アダプタに言及した。上記第１アダプタは、定電圧モードで出力された電圧が基本
的に、例えば５Ｖ、９Ｖ、１２Ｖ又は２０Ｖなどの電圧を一定に維持する。
【００１１】
　上記第１アダプタから出力された電圧は、バッテリの両端に直接印加されるのではなく
、被充電装置（例えば、端末）内の変換回路により変換することで、被充電装置（例えば
、端末）におけるバッテリの望ましい充電電圧及び／又は充電電流を取得する。
【００１２】
　変換回路は、第１アダプタから出力された電圧を変換することにより、バッテリの望ま
しい充電電圧及び／又は充電電流の要求を満たすように構成されている。
【００１３】
　一例として、上記変換回路は、例えば充電用集積回路（integrated circuit、ＩＣ）の
ような、バッテリの充電過程でバッテリの充電電圧及び／又は充電電流を管理するための
充電管理モジュールを指し得る。上記変換回路は、電圧フィードバックモジュールの機能
及び／又は電流フィードバックモジュールの機能を有することにより、バッテリの充電電
圧及び／又は充電電流の管理を実現する。
【００１４】
　例えば、バッテリの充電過程は、トリクル充電段階、定電流充電段階及び定電圧充電段
階のうちの１つ以上を含んでもよい。トリクル充電段階において、変換回路は、電流フィ
ードバックループにより、トリクル充電段階でバッテリに入った電流がバッテリの望まし
い充電電流（例えば、第１充電電流）を満たすようにすることができる。定電流充電段階
において、変換回路は、電流フィードバックループにより、定電流充電段階でバッテリに
入った電流がバッテリの望ましい充電電流（例えば、第１充電電流より大きな充電電流で
あり得る第２充電電流）を満たすようにことができる。定電圧充電段階において、変換回
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路は、電圧フィードバックループにより、定電圧充電段階でバッテリの両端に印加される
電圧がバッテリの望ましい充電電圧を満たすようにすることができる。
【００１５】
　一例として、第１アダプタから出力された電圧がバッテリの望ましい充電電圧より大き
い場合、変換回路は、第１アダプタから出力された電圧に対して降圧処理を行うことで、
降圧変換後に得られた充電電圧がバッテリの望ましい充電電圧の要求を満たすように構成
され得る。別の例として、第１アダプタから出力された電圧がバッテリの望ましい充電電
圧より小さい場合、変換回路は、第１アダプタから出力された電圧に対して昇圧処理を行
うことで、昇圧変換後に得られた充電電圧がバッテリの望ましい充電電圧の要求を満たす
ように構成されている。
【００１６】
　別の例として、例えば、第１アダプタが５Ｖの定電圧を出力する場合、バッテリが単セ
ル（リチウムバッテリセルを例として、単セルの充電終止電圧が４．２Ｖである）ときに
、変換回路（例えばＢｕｃｋ降圧回路）は、第１アダプタから出力された電圧に対して降
圧処理を行うことで、降圧後に得られた充電電圧がバッテリの望ましい充電電圧の要求を
満たすようにすることができる。
【００１７】
　別の例として、例えば、第１アダプタが５Ｖの定電圧を出力する場合、第１アダプタに
より２つ以上の単セルが直列接続されたバッテリ（リチウムバッテリセルを例として、単
セルの充電終止電圧が４．２Ｖである）を充電するときに、変換回路（例えばＢｏｏｓｔ
昇圧回路）は、第１アダプタから出力された電圧に対して昇圧処理を行うことで、昇圧後
に得られた充電電圧がバッテリの望ましい充電電圧の要求を満たすようにすることができ
る。
【００１８】
　変換回路は、回路変換の低効率に制限されるため、変換されない部分の電気エネルギー
を熱量の形で失う。このような熱量が被充電装置（例えば、端末）内部に集中する。被充
電装置（例えば、端末）の設計空間も放熱空間も小さい（例えば、ユーザが使用する移動
端末は、物理的なサイズが益々軽くて薄くなるとともに、移動端末の性能を高めるための
大量の電子部品が移動端末内で密集して配列される）ため、変換回路の設計困難性を高め
るだけでなく、被充電装置（例えば、端末）内に集中した熱量を速やかに放出しにくくな
り、ひいては被充電装置（例えば、端末）に異常が生じる恐れがある。
【００１９】
　例えば、変換回路に集中した熱量は、変換回路の近くにある電子部品に熱干渉をもたら
す可能性があるので、電子部品の異常動作を引き起こす可能性がある。別の例として、変
換回路に集中した熱量は、変換回路及びその近くにある電子部品の使用寿命を短縮する可
能性がある。また別の例として、変換回路に集中した熱量は、バッテリに熱干渉をもたら
し、ひいてはバッテリの異常充放電を引き起こす可能性がある。さらに別の例として、変
換回路に集中した熱量は、被充電装置（例えば、端末）の温度を上昇させ、ユーザの充電
時の使用体験に影響を与える可能性がある。さらに別の例として、変換回路に集中した熱
量は、変換回路自身の短絡を招く可能性があるので、第１アダプタから出力された電圧が
バッテリの両端に直接印加されることで異常充電を引き起こし、さらにバッテリが長時間
に亘って過電圧で充電する状態にあると、爆発する可能性があり、安全上の問題になる。
【００２０】
　本発明の実施形態は、出力電圧を調整可能な第２アダプタを提供する。上記第２アダプ
タは、バッテリの状態情報を取得することができる。バッテリの状態情報は、バッテリの
現在の電気量情報及び／又は電圧情報を含み得る。上記第２アダプタは、取得したバッテ
リの状態情報に基づいて第２アダプタ自身の出力電圧を調整することにより、バッテリの
望ましい充電電圧及び／又は充電電流の要求を満たすことができる。さらに、バッテリの
充電過程における定電流充電段階では、第２アダプタにより調整された出力電圧がバッテ
リの両端に直接印加され、バッテリを充電する。
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【００２１】
　上記第２アダプタは、バッテリの充電電圧及び／又は充電電流に対する管理を実現する
ために、電圧フィードバックモジュールの機能及び電流フィードバックモジュールの機能
を有してもよい。
【００２２】
　上記第２アダプタが、取得したバッテリの状態情報によって第２アダプタ自身の出力電
圧を調整することは、当該第２アダプタが、バッテリの状態情報をリアルタイムで取得し
、毎回取得したバッテリのリアルタイム状態情報に基づいて第２アダプタ自身の出力電圧
を調整し、バッテリの望ましい充電電圧及び／又は充電電流を満たすことを指し得る。
【００２３】
　上記第２アダプタが、リアルタイムで取得したバッテリの状態情報に基づいて第２アダ
プタ自身の出力電圧を調整することは、充電過程におけるバッテリ電圧の継続的な上昇に
伴って、第２アダプタが充電過程の異なる時点にバッテリの現在状態情報を取得し、バッ
テリの現在状態情報に基づいて第２アダプタ自身の出力電圧をリアルタイムで調整するこ
とにより、バッテリの望ましい充電電圧及び／又は充電電流の要求を満たすことを指し得
る。
【００２４】
　例えば、バッテリの充電過程は、トリクル充電段階、定電流充電段階及び定電圧充電段
階のうちの１つ以上を含んでも良い。トリクル充電段階において、第２アダプタは、電流
フィードバックループにより、トリクル充電段階で第２アダプタから出力され且つバッテ
リに入った電流がバッテリの望ましい充電電流の要求を満たすようにすることができる（
例えば、第１充電電流）。定電流充電段階において、第２アダプタは、電流フィードバッ
クループにより、定電流充電段階で第２アダプタから出力され且つバッテリに入った電流
がバッテリの望ましい充電電流の要求を満たすようにすることができる（例えば、第１充
電電流より大きな充電電流であり得る第２充電電流）。また、定電流充電段階において、
第２アダプタは、出力された充電電圧をバッテリの両端に直接印加してバッテリを充電す
ることができる。定電圧充電段階において、第２アダプタは、電圧フィードバックループ
により、定電圧充電段階で第２アダプタから出力された電圧がバッテリの望ましい充電電
圧の要求を満たすようにすることができる。
【００２５】
　トリクル充電段階及び定電圧充電段階において、第２アダプタから出力された電圧は、
第１アダプタに類似する処理方法、すなわち被充電装置（例えば、端末）における変換回
路により変換する方法を用いることで、被充電装置（例えば、端末）におけるバッテリの
望ましい充電電圧及び／又は充電電流を得る。
【００２６】
　任意選択で、一実施形態として、第２アダプタの電流フィードバックループは、電圧フ
ィードバックループに基づいてソフトウェアにより実現することができる。具体的に、第
２アダプタから出力された充電電流が要求を満たさない場合、第２アダプタは、所望の充
電電流に基づいて所望の充電電圧を計算し、且つ電圧フィードバックループにより、第２
アダプタから出力された充電電圧を当該計算された所望の充電電圧に調整し、つまり、ソ
フトウェアで電圧フィードバックループにより電流フィードバックループの機能を実現す
ることができる。しかしながら、定電圧モードでバッテリを充電する過程において、充電
回路における負荷電流が常に急速に変化するので、第２アダプタがソフトウェアにより電
流フィードバックループを実現するために、電流サンプリング、電流電圧変換などの中間
操作を必要とし、負荷電流に対する第２アダプタの応答速度が遅くなり、被充電装置（例
えば、端末）によって引き出された電流が第２アダプタによって提供可能な最大出力電流
閾値を超える可能性があるため、第２アダプタが過負荷保護状態に入ることを引き起こし
、被充電装置（例えば、端末）への充電を続行できない可能性がある。
【００２７】
　負荷電流に対する第２アダプタの応答速度を向上させるために、第２アダプタの内部に
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は、ハードウェアの形の電圧フィードバックループ及びハードウェアの形の電流フィード
バックループが設けられてもよい。以下、図１Ａを参照しながら詳しく説明する。
【００２８】
　図１Ａは、本発明の実施形態に係る第２アダプタの概略構造図である。図１Ａにおける
第２アダプタ１０は、電力変換ユニット１１と、電圧フィードバックユニット１２と、電
流フィードバックユニット１３と、電力調整ユニット１４とを含んでもよい。
【００２９】
　電力変換ユニット１１は、入力された交流を変換することにより、第２アダプタ１０の
出力電圧及び出力電流を得るように構成されている。
【００３０】
　電圧フィードバックユニット１２は、入力端が電力変換ユニット１１に接続され、第２
アダプタ１０の出力電圧を検出することにより、第２アダプタ１０の出力電圧が所定の目
標電圧に達したか否かを示す電圧フィードバック信号を生成するように構成されている。
【００３１】
　電流フィードバックユニット１３は、入力端が電力変換ユニット１１に接続され、第２
アダプタ１０の出力電流を検出することにより、第２アダプタ１０の出力電流が所定の目
標電流に達したか否かを示す電流フィードバック信号を生成するように構成されている。
【００３２】
　電力調整ユニット１４は、入力端が電圧フィードバックユニット１２の出力端及び電流
フィードバックユニット１３の出力端に接続され、出力端が電力変換ユニット１１に接続
され、電圧フィードバック信号及び電流フィードバック信号を受信し、電圧フィードバッ
ク信号が第２アダプタ１０の出力電圧が目標電圧に達したことを示す場合、又は電流フィ
ードバック信号が第２アダプタ１０の出力電流が目標電流に達したことを示す場合、第２
アダプタ１０の出力電圧及び出力電流を安定化させるように構成されている。
【００３３】
　電力調整ユニット１４が第２アダプタ１０の出力電圧及び出力電流を安定化させること
は、電力調整ユニット１４が第２アダプタ１０の出力電圧及び出力電流を一定に保つよう
に制御することを指し得る。パルス幅変調（PulseWidth Modulation、ＰＷＭ）の電力調
整ユニットである電力調整ユニット１４を例とすると、ＰＷＭ制御信号の周波数及びデュ
ーティ比を一定に保つ場合、第２アダプタ１０の出力電圧及び出力電流は安定に保持され
得る。
【００３４】
　本発明の実施形態に係る第２アダプタは、電圧フィードバックユニット及び電流フィー
ドバックユニットの両方を含む。ここで、電圧フィードバックユニット、電力調整ユニッ
ト及び電力変換ユニットは、第２アダプタの出力電圧を閉ループ制御するためのハードウ
ェア回路、すなわちハードウェア形の電圧フィードバックループを構成する。電流フィー
ドバックユニット、電力調整ユニット及び電力変換ユニットは、第２アダプタの出力電流
を閉ループ制御するためのハードウェア回路、すなわちハードウェア形の電流フィードバ
ックループを構成する。二重ループフィードバック制御に基づいて、本発明の実施形態に
係る電力調整ユニットは、電圧フィードバック信号及び電流フィードバック信号により提
供したフィードバック情報を考慮して、第２アダプタの出力電圧及び第２アダプタの出力
電流のいずれか一方が目標値に達した場合、第２アダプタの出力電圧及び出力電流を安定
化させる。換言すれば、本発明の実施形態において、第２アダプタの出力電圧及び出力電
流のいずれか一方が目標値に達すると、電力調整ユニットは、この事情を直ちに感知して
即時に応答することにより、第２アダプタの出力電圧及び出力電流を安定させ、充電過程
の安全性を向上させる。
【００３５】
　定電圧モードを例として、電圧フィードバックループは、主として第２アダプタの出力
電圧を定電圧モードに対応する電圧に調整する役割を果たす一方、電流フィードバックル
ープは、第２アダプタの出力電流が目標電流（このときの目標電流は、定電圧モードで許
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容される最大出力電流であり得る）に達したか否かを検出し、第２アダプタの出力電流が
目標電流に達すると、電力調整ユニットが電流フィードバックループによってこの事情を
直ちに感知し、第２アダプタの出力電流を即時に安定化してその更なる増加を防止すると
いう役割を果たすことができる。同様に、定電流モードにおいて、電流フィードバックル
ープは、第２アダプタの出力電流を定電流モードに対応する電流に調整する役割を果たす
一方、電圧フィードバックループは、第２アダプタの出力電圧が目標電圧（このときの目
標電圧は、定電流モードで許容される最大出力電圧であり得る）に達したか否かを検出し
、出力電圧が目標電圧に達すると、電力調整ユニットが電圧フィードバックループによっ
てこの事情を直ちに感知し、第２アダプタの出力電圧を即時に安定化してその更なる増加
を防止するというという役割を果たすことができる。
【００３６】
　電圧フィードバック信号及び電流フィードバック信号とは、電圧フィードバック信号及
び電流フィードバック信号の信号タイプを限定するものではなく、それぞれのフィードバ
ック対象が異なることを指す。具体的に、電圧フィードバック信号は、第２アダプタの出
力電圧をフィードバックするためのものであり、電流フィードバック信号は、第２アダプ
タの出力電流をフィードバックするものであり得るが、電圧フィードバック信号及び電流
フィードバック信号はいずれも電圧信号であってもよい。
【００３７】
　目標電圧は、所定の固定値であってもよく、調整可能な変数であってもよい。いくつか
の実施形態において、第２アダプタ１０は、実際のニーズに応じて、特定の調整回路によ
り目標電圧の電圧値を調整することができる。例えば、被充電装置（端末）は、第２アダ
プタに目標電圧の調整インストラクションを送信し、第２アダプタ１０は、当該目標電圧
の調整インストラクションによって目標電圧の電圧値を調整することができる。別の例と
して、第２アダプタ１０は、被充電装置からバッテリの状態情報を受信し、バッテリの状
態に応じて目標電圧の電圧値をリアルタイムで調整することができる。同様に、目標電流
は、所定の固定値であってもよく、調整可能な変数であってもよい。いくつかの実施形態
において、第２アダプタ１０は、実際のニーズに応じて、特定の調整回路を通じて目標電
流の電圧値を調整することができる。例えば、被充電装置（端末）は、第２アダプタ１０
に目標電流の調整インストラクションを送信し、第２アダプタ１０は、当該目標電流の調
整インストラクションによって目標電流の電圧値を調整することができる。別の例として
、第２アダプタ１０は、被充電装置からバッテリの状態情報を受信し、バッテリの状態に
応じて目標電流の電流値をリアルタイムで調整することができる。
【００３８】
　本発明の実施形態で使用された被充電装置は、「通信端末」（又は「端末」に略称する
）であってもよく、有線回線接続（例えば、公衆交換電話網（publicswitched telephone
 network、ＰＳＴＮ）、ディジタル加入者線（digitalsubscriber line、ＤＳＬ）、デジ
タルケーブル、直接接続ケーブル（direct connection cable）、及び／又は別のデータ
接続／ネットワーク）及び／又は無線インタフェース（例えば、セルラーネットワーク、
無線ローカルエリアネットワーク（wirelesslocal area network、ＷＬＡＮ）、携帯型デ
ジタルビデオ放送（digital video broadcastinghandheld、ＤＶＢ－Ｈ）ネットワークの
ようなデジタルテレビネットワーク、衛星ネットワーク、振幅変調－周波数変調（amplit
udemodulation-frequency modulation、ＡＭ－ＦＭ）放送送信機、及び／又は別の通信端
末に対する無線インタフェース）を介して通信信号を受信／送信するように構成された装
置を含むが、これらに限定されない。無線インタフェースを介して通信するように構成さ
れた通信端末は、「無線通信端末」、「無線端末」及び／又は「移動端末」とも呼ばれ得
る。移動端末の例示として、衛星又は携帯電話機（cellulartelephone）と、セルラー無
線電話機、データ処理、ファクス及びデータ通信機能が組み込まれたパーソナル通信シス
テム（personalcommunication system、ＰＣＳ）端末と、無線電話機、ページャ、インタ
ーネット／イントラネットへのアクセス、ウェブブラウザ、オーガナイザ、カレンダ及び
／又は全地球測位システム（global positioningsystem、ＧＰＳ）受信機を備える携帯情
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報端末（Personal Digital Assistant、ＰＤＡ）と、通常のラップトップ及び／又はパー
ムトップ受信機又は無線電話通信装置（トランシーバ）を備える他の電子デバイスを含む
が、これらに限定されない。
【００３９】
　いくつかの実施形態において、上記第２アダプタ１０は、第２アダプタ１０の知能程度
を向上させるために、充電過程を制御するように構成された制御ユニット（図２３におけ
るＭＣＵを参照する）を含んでもよい。具体的に、上記制御ユニットは、被充電装置（例
えば、端末）と双方向通信を行うことにより、被充電装置（例えば、端末）のインストラ
クション又は状態情報（上記状態情報は、被充電装置バッテリの現在の電圧及び／又は被
充電装置の温度などの状態情報を指し得る）を取得して、被充電装置（例えば、端末）の
インストラクション又は状態信号に基づいて第２アダプタ１０の被充電装置（例えば、端
末）に対する充電過程を制御するように構成されている。いくつかの実施形態において、
上記制御ユニットはマイクロ制御ユニット（Microcontroller Unit、ＭＣＵ）であっても
よいが、本発明の実施形態はこれに限定されず、他の種類のチップ又は回路であってもよ
い。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、第２アダプタ１０は充電インタフェース（図１９Ａの充
電インタフェース１９１を参照する）を含んでもよいが、本発明の実施形態において、充
電インタフェースのタイプは、特に限定されず、例えば、ユニバーサルシリアルバス（Un
iversalSerial Bus、ＵＳＢ）インタフェースであってもよく、上記ＵＳＢインタフェー
スは、標準ＵＳＢインタフェースであってもよく、ｍｉｃｒｏＵＳＢインタフェースであ
ってもよく、Ｔｙｐｅ－Ｃインタフェースであってもよい。
【００４１】
　第２アダプタ１０の充電モード又は機能は、目標電圧及び目標電流の選択に相関する。
第２アダプタ１０の異なる充電モード又は機能によって、目標電圧及び目標電流の値も異
なる。以下、定電圧モード及び定電流モードをそれぞれ例として詳しく説明する。
【００４２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタ１０は、定電圧モードである
第１充電モード（すなわち、第２アダプタ１０は、第１充電モードで動作して被充電装置
（例えば、端末）を充電することができる）で動作可能である。定電圧モードにおいて、
第２アダプタ１０の目標電圧は、定電圧モードが対応する電圧である。目標電流は、第２
アダプタ１０が定電圧モードで許容される最大出力電流である。電力調整ユニット１４は
、具体的に、電圧フィードバック信号に基づいて第２アダプタ１０の出力電圧を定電圧モ
ードに対応する電圧に調整し、電流フィードバック信号が第２アダプタ１０の出力電流が
第２アダプタ１０の定電圧モードで許容される最大出力電流に達したことを示す場合、第
２アダプタ１０の出力電流が第２アダプタ１０の定電圧モードで許容される最大出力電流
を超えないように制御するように構成されている。
【００４３】
　定電圧モードにおいて、第２アダプタ１０の出力電圧が、ある固定電圧値に調整され、
上述した定電圧モードに対応する電圧は当該固定電圧値である。例えば、定電圧モードに
おいて、第２アダプタ１０の出力電圧が５Ｖである場合、定電圧モードに対応する電圧は
５Ｖである。
【００４４】
　本発明の実施形態において、目標電圧は定電圧モードに対応する電圧に設定され、目標
電流は定電圧モードで第２アダプタが許容される最大出力電流に設定される。このように
して、第２アダプタは、電圧フィードバックループに基づいて第２アダプタの出力電圧を
定電圧モードに対応する電圧に速やかに調整し、被充電装置（例えば、端末）に対して定
電圧充電を行うことができる。定電圧充電過程において、第２アダプタの出力電流（すな
わち、負荷電流）が第２アダプタの許容される最大出力電流に達すると、第２アダプタは
、電流フィードバックループによりこの事情を直ちに感知し、即時に第２アダプタの出力
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電流の更なる増加を阻止することができ、充電故障の発生を防止し、負荷電流に対する第
２アダプタの応答能力を向上させる。
【００４５】
　例えば、定電圧モードにおいて、定電圧モードに対応する固定電圧値が５Ｖである場合
、第２アダプタの出力電流は、一般的に１００ｍＡ～２００ｍＡの間に維持される。この
場合、目標電圧は固定電圧値（例えば、５Ｖ）に設定され、目標電流は５００ｍＡ又は１
Ａに設定され得る。第２アダプタの出力電流が当該目標電流に対応する電流値まで増加す
ると、電力調整ユニット１４は、電流フィードバックループにより、この事情を直ちに感
知して第２アダプタの出力電流の更なる増加を阻止する。
【００４６】
　図１Ｂに示すように、上述した実施形態に基づいて、電力変換ユニット１１は、一次整
流ユニット１５と、変圧器１６と、二次整流ユニット１７と、二次フィルタユニット１８
とを含んでもよい。上記一次整流ユニットは、脈動波形の電圧を上記変圧器に直接出力す
る。
【００４７】
　従来技術において、電力変換ユニットは、一次側に位置する整流ユニット及びフィルタ
ユニットと、二次側に位置する整流ユニット及びフィルタユニットとを含む。一次側に位
置する整流ユニット及びフィルタユニットは、一次整流ユニット及び一次フィルタユニッ
トとも呼ばれ得る。二次側に位置する整流ユニット及びフィルタユニットは、二次整流ユ
ニット及び二次フィルタユニットとも呼ばれ得る。一次フィルタユニットは、一般的に、
フィルタリングのために液体アルミニウム電解コンデンサを使用するが、液体アルミニウ
ム電解コンデンサの体積が比較的大きいため、アダプタの体積の増大をもたらす。
【００４８】
　本発明の実施形態において、電力変換ユニット１１は、一次整流ユニット１５、変圧器
１６、二次整流ユニット１７、及び二次フィルタユニット１８を含み、上記一次整流ユニ
ットは、脈動波形の電圧を上記変圧器に直接出力する。換言すれば、本発明の実施形態に
係る電力変換ユニット１１は、一次フィルタユニットを備えないので、第２アダプタ１０
の体積を大幅に減少させ、第２アダプタ１０をより便利に携帯することができる。二次フ
ィルタユニット１８は、主に、固体アルミニウム電解コンデンサに基づいてフィルタリン
グする。電力変換ユニット１１から一次フィルタユニットを取り除いた後、固体アルミニ
ウム電解コンデンサの負荷容量が限られるが、ハードウェア形の電流フィードバックルー
プが存在するため、負荷電流の変化に即時に応答することができ、第２アダプタの過大な
出力電流による充電故障を防止することができる。
【００４９】
　一次フィルタユニットが取り除かれた上記の解決策において、第２アダプタ１０の定電
圧モードで許容される最大出力電流は、二次フィルタユニットにおけるキャパシタ容量に
基づいて決定され得る。例えば、二次フィルタユニットにおけるキャパシタ容量に基づい
て、当該二次フィルタユニットが耐えれる最大負荷電流が５００ｍＡ又は１Ａであると決
定した場合、目標電流を５００ｍＡ又は１Ａに設定することにより、第２アダプタの出力
電流が目標電流を超えたことによる充電故障を防止することができる。
【００５０】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタ１０は、定電流モードである
第２充電モード（すなわち、第２アダプタ１０は、第２充電モードで動作して被充電装置
（例えば、端末）を充電することができる）で動作可能である。定電流モードにおいて、
目標電圧は、第２アダプタ１０が定電流モードで許容される最大出力電圧であり、目標電
流は、定電流モードに対応する電流である。電力調整ユニット１４は、具体的に、電流フ
ィードバック信号に基づいて第２アダプタ１０の出力電流を定電流モードに対応する電流
に調整し、電圧フィードバック信号が第２アダプタ１０の出力電圧が第２アダプタ１０の
定電流モードで許容される最大出力電圧に達したことを示す場合、第２アダプタ１０の出
力電圧が第２アダプタ１０の定電流モードで許容される最大出力電圧を超えないように制
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御するように構成されている。
【００５１】
　本発明の実施形態において、目標電流は定電流モードに対応する電流に設定され、目標
電圧は定電流モードで第２アダプタが許容される最大出力電圧に設定される。このように
して、第２アダプタは、電流フィードバックループに基づいて第２アダプタの出力電流を
定電流モードに対応する電流に調整して被充電装置（例えば、端末）を充電することがで
きる。充電過程において、第２アダプタの出力電圧が第２アダプタの許容される最大出力
電圧に達すると、第２アダプタは、電圧フィードバックループによりこの事情を直ちに感
知し、即時に第２アダプタの出力電圧の更なる増加を阻止することができ、充電故障の発
生を防止することができる。
【００５２】
　任意選択で、図２に示すように、上述したいずれかの実施形態に基づいて、第２アダプ
タ１０は、第１調整ユニット２１をさらに含んでもよい。第１調整ユニット２１は、電圧
フィードバックユニット１２に接続され、目標電圧の値を調整するように構成されている
。
【００５３】
　本発明の実施形態では、実際のニーズに応じて第２アダプタの出力電圧を調整可能な第
１調整ユニットが導入され、第２アダプタの知能程度を向上させる。例えば、第２アダプ
タ１０は、第１充電モード又は第２充電モードで動作可能であり、第１調整ユニット２１
は、第２アダプタ１０の現在使用されている第１充電モード又は第２充電モードに応じて
目標電圧の値の調整を実行することができる。
【００５４】
　任意選択で、図２の実施形態に基づいて、図３に示すように、電圧フィードバックユニ
ット１２は、電圧サンプリングユニット３１及び電圧比較ユニット３２を含んでもよい。
電圧サンプリングユニット３１は、入力端が電力変換ユニット１１に接続され、第２アダ
プタ１０の出力電圧をサンプリングして第１電圧を得るように構成されている。電圧比較
ユニット３２は、入力端が電圧サンプリングユニット３１の出力端に接続され、第１電圧
と第１基準電圧とを比較して、第１電圧と第１基準電圧との比較結果に基づいて電圧フィ
ードバック信号を生成するように構成されている。第１調整ユニット２１は、電圧比較ユ
ニット３２に接続され、電圧比較ユニット３２に第１基準電圧を供給し、第１基準電圧の
値を調整することにより目標電圧の値を調整する目的を実現することができる。
【００５５】
　なお、本発明の実施形態における第１電圧は、第２アダプタの出力電圧に対応するか、
又は第２アダプタの現在の出力電圧の大きさを示すように構成される。また、本発明の実
施形態における第１基準電圧は、目標電圧に対応するか、又は目標電圧の大きさを示すよ
うに構成される。
【００５６】
　いくつかの実施形態において、第１電圧が第１基準電圧より小さい場合、電圧比較ユニ
ットは、第２アダプタの出力電圧が目標電圧に達しないことを示す第１電圧フィードバッ
ク信号を生成する一方、第１電圧が第１基準電圧に等しい場合、電圧比較ユニットは、第
２アダプタの出力電圧が目標電圧に達したことを示す第２電圧フィードバック信号を生成
する。
【００５７】
　本発明の実施形態において、電圧サンプリングユニット３１の具体的な形態について特
に限定されず、例えば、電圧サンプリングユニット３１は、配線であってもよく、この場
合、第１電圧が第２アダプタの出力電圧であり、第１基準電圧が目標電圧である。別の例
として、電圧サンプリングユニット３１は、分圧器として動作する直列接続された２つの
抵抗を含んでもよく、この場合、第１電圧が、当該２つの抵抗により分圧して得られた電
圧であってもよく、第１基準電圧の値が２つの抵抗の分圧比に関連付けられる。目標電圧
が５Ｖである場合を例として、第２アダプタの出力電圧が５Ｖに達したときに、２つの抵
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抗の直列接続により分圧された後、第１電圧は０．５Ｖであり、第１基準電圧は０．５Ｖ
に設定され得る。
【００５８】
　図３の実施形態における第１調整ユニット２１は、様々な形態で第１基準電圧を調整す
ることができる。以下、図４～図６を参照しながら詳しく説明する。
【００５９】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図４に示すように、第１調整ユニット２１
は、制御ユニット４１及び第１ディジタル／アナログ変換器（Digital to AnalogConvert
er、ＤＡＣ）４２を含んでもよい。第１ＤＡＣ４２は、入力端が制御ユニット４１に接続
され、出力端が電圧比較ユニット３２に接続されている。制御ユニット４１は、第１ＤＡ
Ｃ４２を通じて第１基準電圧の値を調整する目的を達成する。
【００６０】
　具体的に、制御ユニット４１は、ＤＡＣポートを介して第１ＤＡＣ４２に接続可能なＭ
ＣＵであってもよい。ＭＣＵは、ＤＡＣポートを介してデジタル信号を出力し、且つ第１
ＤＡＣ４２によりデジタル信号を第１基準電圧の電圧値であるアナログ信号に変換する。
ＤＡＣは、信号変換速度が速く、精度が高いという特性を有し、ＤＡＣにより基準電圧を
調整することで、第２アダプタによる基準電圧の調整速度及び制御精度を向上させること
ができる。
【００６１】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図５に示すように、第１調整ユニット２１
は、制御ユニット５１及びＲＣフィルタユニット５２を含んでもよい。ＲＣフィルタユニ
ット５２は、入力端が制御ユニット５１に接続され、出力端が電圧比較ユニット３２に接
続されている。制御ユニット５１は、ＰＷＭ信号を生成し、ＰＷＭ信号のデューティ比を
調整することにより、第１基準電圧の値を調整するように構成されている。
【００６２】
　具体的に、制御ユニット５１は、ＰＷＭポートを介してＰＷＭ信号を出力可能なＭＣＵ
であってもよい。当該ＰＷＭ信号は、ＲＣフィルタ回路５２によりフィルタリングされた
後、安定したアナログ量、すなわち第１基準電圧を形成することができる。ＲＣフィルタ
回路５２は、実施が容易でコストが低いという特性を有するため、比較的低いコストで第
１基準電圧の調整を実現することができる。
【００６３】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図６に示すように、第１調整ユニット２１
は、制御ユニット６１及びデジタルポテンショメータ６２を含んでもよい。デジタルポテ
ンショメータ６２は、制御端が制御ユニット６１に接続され、出力端が電圧比較ユニット
３２に接続されている。制御ユニット６１は、デジタルポテンショメータ６２の分圧比を
調整することにより、第１基準電圧の値を調整する。
【００６４】
　具体的に、制御ユニット６１は、ＭＣＵであってもよく、ＭＣＵは、集積回路間（Inte
r Integrated Circuit、Ｉ２Ｃ　アイ・スクウェア・シー）インタフェースを介してデジ
タルポテンショメータ６２の制御端に接続可能であり、デジタルポテンショメータ６２の
分圧比を調節するように構成されている。デジタルポテンショメータ６２は、高電位端が
ＶＤＤ、すなわち電源端であり、低電位端が接地され、出力端（調整出力端とも呼ばれる
）が電圧比較ユニット３２に接続され、電圧比較ユニット３２に第１基準電圧を出力する
ように構成されている。デジタルポテンショメータは、実施が容易でコストが低く、比較
的低いコストで第１基準電圧の調整を実現することができる。
【００６５】
　任意選択で、図２の実施形態に基づいて、図７に示すように、電圧フィードバックユニ
ット１２は、分圧ユニット７１及び電圧比較ユニット７２を含んでもよい。分圧ユニット
７１は、入力端が電力変換ユニット１１に接続され、所定の分圧比に基づいて第２アダプ
タ１０の出力電圧を分圧して、第１電圧を生成するように構成されている。電圧比較ユニ
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ット７２は、入力端が分圧ユニット７１の出力端に接続され、第１電圧と第１基準電圧と
を比較して、第１電圧と第１基準電圧との比較結果に基づいて電圧フィードバック信号を
生成するように構成されている。第１調整ユニット２１は、分圧ユニット７１に接続され
、分圧ユニット７１の分圧比を調整することにより、目標電圧の電圧値を調整する。
【００６６】
　図７の実施形態と図３～図６の実施形態との相違点は、主として、図３～図６の実施形
態が電圧比較ユニットの基準電圧を調整することにより目標電圧の電圧値の調整を実現す
るが、図７の実施形態が分圧ユニット７１の分圧比を調整することにより目標電圧の電圧
値の調整を実現することにある。換言すれば、図７の実施形態では、第１基準電圧が固定
値ＶＲＥＦに設定可能であり、第２アダプタの出力電圧は５Ｖであることが望まれる場合
、第２アダプタの出力電圧が５Ｖであるときに分圧ユニット７１の出力端の電圧がＶＲＥ

Ｆに等しくなるように、分圧ユニット７１の分圧比を調整することができる。同様に、第
２アダプタの出力電圧は３Ｖであることが望まれる場合、第２アダプタの出力電圧が３Ｖ
であるときに分圧ユニット７１の出力端の電圧がＶＲＥＦに等しくなるように、分圧ユニ
ット７１の分圧比を調整することができる。
【００６７】
　本発明の実施形態は、分圧ユニットにより第２アダプタの出力電圧のサンプリング及び
目標電圧の電圧値の調整を実現し、第２アダプタの回路構造を簡素化する。
【００６８】
　本発明の実施形態に係る分圧ユニット７１は、様々な形態で実施可能であり、例えば、
デジタルポテンショメータ、又はディスクリート抵抗、スイッチなどの素子により上記分
圧及び分圧比の調整機能を実現することができる。
【００６９】
　デジタルポテンショメータの実施形態を例として、図８に示すように、分圧ユニット７
１は、デジタルポテンショメータ８１を含んでもよい。第１調整ユニット２１は、制御ユ
ニット８２を含んでもよい。デジタルポテンショメータ８１は、高電位端が電力変換ユニ
ット１１に接続され、低電位端が接地され、出力端が電圧比較ユニット７２の入力端に接
続されている。制御ユニット８２は、デジタルポテンショメータ８１の制御端に接続され
、デジタルポテンショメータ８１の分圧比を調整するように構成されている。
【００７０】
　上述した電圧比較ユニット７２は、様々な形態で実施可能である。いくつかの実施形態
において、図９に示すように、電圧比較ユニット７２は、第１オペアンプを含んでもよい
。上記第１オペアンプは、第１電圧を受ける逆相入力端と、第１基準電圧を受ける同相入
力端と、電圧フィードバック信号を生成する出力端とを備える。第１オペアンプは、第１
誤差増幅器又は電圧誤差増幅器とも呼ばれ得る。
【００７１】
　任意選択で、図１０に示すように、上述したいずれかの実施形態に基づいて、第２アダ
プタ１０は、電流フィードバックユニット１３に接続され、目標電流の電流値を調整する
ように構成された第２調整ユニット１０１をさらに含んでもよい。
【００７２】
　本発明の実施形態において、実際のニーズに応じて第２アダプタの出力電流を調整可能
な第２調整ユニットが導入され、第２アダプタの知能程度を向上させる。例えば、第２ア
ダプタ１０は、第１充電モード又は第２充電モードで動作可能であり、第２調整ユニット
１０１は、第２アダプタ１０の現在使用されている第１充電モード又は第２充電モードに
基づいて目標電流の電流値の調整を実行する。
【００７３】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図１０の実施形態に基づいて、図１１に示
すように、電流フィードバックユニット１３は、電流サンプリングユニット１１１及び電
流比較ユニット１１２を含んでもよい。電流サンプリングユニット１１１は、入力端が電
力変換ユニット１１に接続され、第２アダプタ１０の出力電流をサンプリングして、第２
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アダプタ１０の出力電流の大きさを示す第２電圧を得るように構成されている。電流比較
ユニット１１２は、入力端が電流サンプリングユニット１１１の出力端に接続され、第２
電圧と第２基準電圧とを比較して、第２電圧と第２基準電圧との比較結果に基づいて電流
フィードバック信号を生成するように構成されている。第２調整ユニット１０１は、電流
比較ユニット１１２に接続され、電流比較ユニット１１２に第２基準電圧を供給し、且つ
第２基準電圧の電圧値を調整することにより目標電流の電流値を調整する。
【００７４】
　なお、本発明の実施形態に係る第２電圧は、第２アダプタの出力電流に対応するもの、
又は第２アダプタの出力電流の大きさを示すものである。また、本発明の実施形態に係る
第２基準電圧は、目標電流に対応するもの、又は目標電流の大きさを示すものである。
【００７５】
　具体的に、第２電圧が第２基準電圧より小さい場合、電流比較ユニットは、第２アダプ
タの出力電流が目標電流に達しないことを示す第１電流フィードバック信号を生成する一
方、第２電圧が第２基準電圧に等しい場合、電流比較ユニットは、第２アダプタの出力電
流が目標電流に達したことを示す第２電流フィードバック信号を生成する。
【００７６】
　電流サンプリング部１１１は、次のようにして第２電圧を取得することができる。具体
的に、電流サンプリングユニット１１１は、まず、第２アダプタの出力電流をサンプリン
グし、サンプリング電流を得て、その後、サンプリング電流の大きさに基づいてそれに対
応するサンプリング電圧に変換する（サンプリング電圧値＝サンプリング電流値×サンプ
リング抵抗）。いくつかの実施形態では、当該サンプリング電圧を直接に第２電圧とする
ことができる。別の実施形態では、複数の抵抗により当該サンプリング電圧を分圧した後
の電圧を第２電圧とすることもできる。電流サンプリングユニット１１１における電流サ
ンプリング機能は、具体的に、ガルバノメータにより実現することができる。
【００７７】
　図１１の実施形態における第２調整ユニットは、様々な形態で第２基準電圧を調整する
ことができる。以下、図１２～図１４を参照しながら詳しく説明する。
【００７８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図１２に示すように、第２調整ユニット１
０１は、制御ユニット１２１及び第２ＤＡＣ１２２を含んでもよい。第２ＤＡＣ１２２は
、入力端が制御ユニット１２１に接続され、出力端が電流比較ユニット１１２に接続され
ている。制御ユニット１２１は、第２ＤＡＣ１２２に通じて第２基準電圧の電圧値を調整
する。
【００７９】
　具体的に、制御ユニット１２１は、ＤＡＣポートを介して第２ＤＡＣ１２２に接続可能
なＭＣＵであってもよい。ＭＣＵは、ＤＡＣポートを介してデジタル信号を出力し、且つ
第２ＤＡＣ１２２によりデジタル信号をアナログ信号に変換する。そのアナログ信号は、
第１基準電圧の電圧値である。ＤＡＣは、信号変換速度が速く、精度が高いという特性を
有し、ＤＡＣにより基準電圧を調整することで、第２アダプタによる基準電圧の調整速度
及び制御精度を向上させることができる。
【００８０】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図１３に示すように、第２調整ユニット１
０１は、制御ユニット１３１及びＲＣフィルタユニット１３２を含んでもよい。ＲＣフィ
ルタユニット１３２は、入力端が制御ユニット１３１に接続され、出力端が電流比較ユニ
ット１１２に接続されている。制御ユニット１３１は、ＰＷＭ信号を生成し、ＰＷＭ信号
のデューティ比を調整することにより、第２基準電圧の電圧値を調整するように構成され
ている。
【００８１】
　具体的に、制御ユニット１３１は、ＰＷＭポートを介してＰＷＭ信号を出力可能なＭＣ
Ｕであってもよい。当該ＰＷＭ信号は、ＲＣフィルタ回路１３２によりフィルタリングさ
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れた後、安定したアナログ量、すなわち第２基準電圧を形成することができる。ＲＣフィ
ルタ回路１３２は、実施が容易でコストが低いという特性を有するため、比較的低いコス
トで第２基準電圧の調整を実現することができる。
【００８２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図１４に示すように、第２調整ユニット１
０１は、制御ユニット１４１及びデジタルポテンショメータ１４２を含んでもよい。デジ
タルポテンショメータ１４２は、制御端が制御ユニット１４１に接続され、出力端が電流
比較ユニット１１２に接続されている。制御ユニット１４１は、デジタルポテンショメー
タ１４２の分圧比を調整することにより、第２基準電圧の電圧値を調整する。
【００８３】
　いくつかの実施形態において、制御ユニット１４１は、ＭＣＵであってもよい。ＭＣＵ
は、Ｉ２Ｃインタフェースを介してデジタルポテンショメータ１４２の制御端に接続可能
である、デジタルポテンショメータ１４２の分圧比を調節するように構成されている。デ
ジタルポテンショメータ１４２は、高電位端がＶＤＤ、すなわち電源端であり、低電位端
が接地され、出力端（調整出力端とも呼ばれる）が電圧比較ユニット１１２に接続され、
電流比較ユニット１１２に第２基準電圧を出力するように構成されている。デジタルポテ
ンショメータは、実施が容易でコストが低く、比較的低いコストで第２基準電圧の調整を
実現することができる。
【００８４】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図１０実施形態に基づいて、図１５に示す
ように、電流フィードバックユニット１３は、電流サンプリングユニット１５１、分圧ユ
ニット１５２及び電流比較ユニット１５３を含んでもよい。電流サンプリングユニット１
５１は、入力端が電力変換ユニット１１に接続され、第２アダプタ１０の出力電流をサン
プリングして、第２アダプタ１０の出力電流の大きさを示す第３電圧を得るように構成さ
れている。分圧ユニット１５２は、入力端が電流サンプリングユニット１５１の出力端に
接続され、所定の分圧比に基づいて第３電圧を分圧して、第２電圧を生成するように構成
されている。電流比較ユニット１５３は、入力端が分圧ユニット１５２の出力端に接続さ
れ、第２電圧と第２基準電圧とを比較して、第２電圧と第２基準電圧との比較結果に基づ
いて電流フィードバック信号を生成するように構成されている。第２調整ユニット１０１
は、分圧ユニット１５２に接続され、分圧ユニット１５２の分圧比を調整することにより
、目標電流の電流値を調整する。
【００８５】
　図１５の実施形態と図１１～図１４の実施形態との相違点は、主として、図１１～図１
４の実施形態が電流比較ユニットの基準電圧を調整することにより目標電流の電流値の調
整を実現するが、図１５の実施形態が分圧ユニット１５２の分圧比を調整することにより
目標電流の電流値の調整を実現することにある。換言すれば、図１５の実施形態では、第
２基準電圧が固定値ＶＲＥＦに設定可能であり、第２アダプタの出力電流は３００ｍＶで
あることが望まれる場合、第２アダプタの出力電流が３００ｍＶであるときに分圧ユニッ
ト１５２の出力端の電圧がＶＲＥＦに等しくなるように、分圧ユニット１５２の分圧比を
調整することができる。同様に、第２アダプタの出力電流は５００ｍＶであることが望ま
れる場合、第２アダプタの出力電流が５００ｍＶであるときに分圧ユニット１５２の出力
端の電圧がＶＲＥＦに等しくなるように、分圧ユニット１５２の分圧比を調整することが
できる。
【００８６】
　本発明の実施形態に係る分圧ユニット１５２は、様々な形態で実施可能であり、例えば
、デジタルポテンショメータ、又はディスクリート抵抗、スイッチなどの素子により上記
分圧及び分圧比の調整機能を実現することができる。
【００８７】
　デジタルポテンショメータの実施形態を例として、図１６に示すように、分圧ユニット
１５２は、デジタルポテンショメータ１６１を含み、第２調整ユニット１０１は、制御ユ
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ニット１６２を含む。デジタルポテンショメータ１６１は、高電位端が電流サンプリング
ユニット１５１の出力端に接続され、低電位端が接地され、出力端が電流比較ユニット１
５３の入力端に接続されている。制御ユニット１６２は、デジタルポテンショメータ１６
１の制御端に接続され、デジタルポテンショメータ１６１の分圧比を調整するように構成
されている。
【００８８】
　上述した制御ユニットは、１つの制御ユニットであってもよく、複数の制御ユニットで
あってもよい。いくつかの実施形態において、上述した第１調整ユニット及び第２調整ユ
ニットにおける制御ユニットは、同一の制御ユニットである。
【００８９】
　上述した電流比較ユニット１５３は、様々な形態で実施可能である。いくつかの実施形
態において、図１７に示すように、電流比較ユニット１５３は、第２オペアンプを含んで
もよい。上記第２オペアンプは、第２電圧を受ける逆相入力端と、第２基準電圧を受ける
同相入力端と、電流フィードバック信号を生成する出力端とを備える。第２オペアンプは
、第２誤差増幅器又は電流誤差増幅器とも呼ばれ得る。
【００９０】
　以上、図１～図１７を参照しながら、電圧フィードバックユニット１２及び電流フィー
ドバックユニット１３の実施形態と、電圧フィードバックユニット１２に対応する目標電
圧及び電流フィードバックユニット１３に対応する目標電流の調整形態について詳しく説
明した。以下、図１８を参照しながら、電力調整ユニット１４の実施形態を詳しく説明す
る。
【００９１】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図１８に示すように、電圧フィードバック
ユニット１２は、電圧フィードバック信号を出力するように構成された出力端を備える第
１オペアンプ（図１８に図示せず、具体的に図９を参照する）を含んでもよい。電流フィ
ードバックユニット１３は、電流フィードバック信号を出力するように構成された出力端
を備える第２オペアンプ（図１８に図示せず、具体的に図１７を参照する）を含んでもよ
い。電力調整ユニット１４は、第１ダイオードＤ１、第２ダイオードＤ２、光電結合ユニ
ット１８１、及びＰＷＭ制御ユニット１８２を含んでもよい。電圧フィードバックユニッ
ト１２の第１オペアンプの出力端（図９を参照して、第１オペアンプの出力端は、電圧フ
ィードバック信号を出力するように構成されている）は、第１ダイオードＤ１のカソード
に接続されている。第１ダイオードＤ１のアノードは、光電結合ユニット１８１の入力端
に接続されている。電流フィードバックユニット１３の第２オペアンプの出力端（図１７
を参照して、第２オペアンプの出力端は、電流フィードバック信号を出力するように構成
されている）は、第２ダイオードＤ２のカソードに接続されている。第２ダイオードＤ２
のアノードは、光電結合ユニット１８１の入力端に接続されている。光電結合ユニット１
８１の出力端は、ＰＷＭ制御ユニット１８２の入力端に接続されている。ＰＷＭ制御ユニ
ット１８２の出力端は、電力変換ユニット１１に接続されている。
【００９２】
　なお、本明細書における第１オペアンプは、同一のオペアンプを指し得る。同様に、本
明細書における第２オペアンプは、同一のオペアンプを指し得る。
【００９３】
　具体的に、本実施形態において、第１オペアンプから出力された電圧信号は電圧フィー
ドバック信号であり、第２オペアンプから出力された電圧信号は電流フィードバック信号
である。第１オペアンプから出力された電圧信号が０である場合には、第２アダプタの出
力電圧が目標電圧に達したことを示す一方、第２オペアンプ出力の電圧信号が０である場
合には、第２アダプタの出力電流が目標電流に達したことを示す。第１ダイオードＤ１及
び第２ダイオードＤ２は、逆並列に接続された２つのダイオードである。第１オペアンプ
及び第２オペアンプのいずれか一方から出力された電圧信号が０である場合には、図１８
におけるフィードバックポイントの電圧が約０である（ダイオードを導通させるために一
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定の電圧差が必要であるので、フィードバックポイントの実際の電圧が０よりわずかに大
きな値であり、例えば、０．７Ｖであり得る）。この場合、光電結合ユニット１８１は、
安定状態で動作し、ＰＷＭ制御ユニット１８２に安定した電圧信号を出力する。その後、
ＰＷＭ制御ユニット１８２は、デューティ比が一定のＰＷＭ制御信号を生成し、電力変換
ユニット１１により第２アダプタの出力電圧及び出力電流を安定化させる。換言すれば、
第２アダプタの出力電圧及び出力電流のいずれか一方が目標値に達したときに，逆並列に
接続された第１ダイオードＤ１及び第２ダイオードＤ２は、この事情を直ちに感知して、
さらに第２アダプタの出力電圧及び出力電流を安定させる。
【００９４】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタ１０は、第１充電モード及び
第２充電モードで動作可能であり、第２充電モードにおける被充電装置（例えば、端末）
に対する充電速度が第１充電モードにおける被充電装置（例えば、端末）に対する充電速
度より速い。換言すれば、第１充電モードで動作する第２アダプタ１０と比べて、第２充
電モードで動作する第２アダプタ１０は、同じ容量の被充電装置（例えば、端末）におけ
るバッテリを満充電するのに要する時間が短くなる。
【００９５】
　第２アダプタ１０は、制御ユニットを含む。第２アダプタ１０が被充電装置（例えば、
端末）と接続される過程において、制御ユニットは、被充電装置（例えば、端末）と双方
向通信を行うことにより、第２充電モードの充電過程を制御する。上記制御ユニットは、
上述したいずれかの実施形態における制御ユニットであってもく、例えば、第１調整ユニ
ットにおける制御ユニットであってもよく、第２調整ユニットにおける制御ユニットであ
ってもよい。
【００９６】
　第１充電モードは、通常充電モードであり、第２充電モードは、急速充電モードであり
得る。上記通常充電モードとは、第２アダプタから比較的小さな電流値（一般的に、２．
５Ａ未満）を出力するか、又は比較的小さな電力（一般的に、１５Ｗ未満）で被充電装置
（例えば、端末）におけるバッテリを充電することを指す。通常充電モードにおいて、大
容量バッテリ（例えば、３０００ｍＡｈ容量のバッテリ）を満充電しようとすると、一般
的に、数時間が必要である。一方、急速充電モードにおいて、第２アダプタから比較的大
きな電流（一般的に、２．５Ａを超え、例えば４．５Ａ、５Ａ及びそれ以上）を出力する
か、又は比較的大きな電力（一般的に、１５Ｗ以上）で被充電装置（例えば、端末）にお
けるバッテリを充電する。通常充電モードと比べて、第２アダプタは、急速充電モードで
同じ容量のバッテリを満充電するのに要する充電時間が明らかに短縮し、充電速度が速く
なることができる。
【００９７】
　本発明の実施形態では、第２アダプタの制御ユニットと被充電装置（例えば、端末）と
の通信内容、及び制御ユニットが第２アダプタの第２充電モードにおける出力を制御する
形態について特に限定されない。例えば、制御ユニットは、被充電装置（例えば、端末）
と通信し、被充電装置（例えば、端末）におけるバッテリの現在の電圧又は現在の電気量
を交換し、かつバッテリの現在の電圧又は現在の電気量に基づいて第２アダプタの出力電
圧又は出力電流を調整することができる。以下、具体的な実施形態を参照しながら、制御
ユニットと被充電装置（例えば、端末）との間の通信内容、及び制御ユニットが第２充電
モードにおける第２アダプタの出力を制御する形態について、詳しく説明する。
【００９８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端
末）と双方向通信を行うことにより、第２充電モードにおける第２アダプタの出力を制御
することは、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことによ
り、第２アダプタと被充電装置（例えば、端末）との間の充電モードをネゴシエーション
することを含んでもよい。
【００９９】
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　本発明の実施形態において、第２アダプタは、第２充電モードで被充電装置（例えば、
端末）を無差別に急速充電することではなく、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信
を行って、第２アダプタが第２充電モードで被充電装置（例えば、端末）を急速充電でき
るか否かをネゴシエーションすることで、充電過程の安全性を向上させることができる。
【０１００】
　具体的に、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことによ
り、第２アダプタと被充電装置（例えば、端末）との間の充電モードをネゴシエーション
することは、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）に第１インストラクションを
送信することと、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）から送信した、上記第１
インストラクションに対する返答インストラクションを受信するすることと、被充電装置
（例えば、端末）が第２充電モードを動作可能にすることに同意する場合、制御ユニット
が、第２充電モードで被充電装置（例えば、端末）を充電することとを含んでもよい。こ
こで、第１インストラクションは、被充電装置（例えば、端末）が第２充電モードを動作
可能にするか否かを問い合わせるように構成されており、返答インストラクションは、被
充電装置（例えば、端末）が、第２充電モードを動作可能にすることに同意するか否かを
示すように構成されている。
【０１０１】
　本発明の実施形態における上記の説明は、第２アダプタ（又は第２アダプタの制御ユニ
ット）と被充電装置（例えば、端末）との主従関係を限定するものではない。換言すれば
、制御ユニットと被充電装置（例えば、端末）のうちのいずれか一方は、マスタデバイス
（master device）として双方向通信セッションを開始し得ることに対して、他方は、ス
レーブデバイス（slavedevice）としてマスタデバイスによって開始された通信について
第１応答又は第１返答を行うことができる。可能な実施形態として、マスタデバイス及び
スレーブデバイスの役割は、通信プロセスにおいて、アースに対する第２アダプタ側のレ
ベルとアースに対する被充電装置（例えば、端末）側のレベルとを比較することにより確
認され得る。
【０１０２】
　本発明の実施形態において、第２アダプタ（又は第２アダプタの制御ユニット）と被充
電装置（例えば、端末）との間の双方向通信の具体的な実施形態は限定されない。すなわ
ち、第２アダプタ（又は第２アダプタの制御ユニット）と被充電装置（例えば、端末）の
うちのいずれか一方は、マスタデバイスとして通信セッションを開始することに対して、
他方は、スレーブデバイスとしてマスタデバイスによって開始された通信セッションに対
して第１応答又は第１返答を行うとともに、マスタデバイスは、上記スレーブデバイスに
よる第１応答又は第１返答に対して第２応答を行うと、マスタデバイスとスレーブデバイ
スとの間で充電モードネゴシエーションプロセスの１サイクルが完了したとみなされる。
可能な実施形態では、マスタデバイスとスレーブデバイスとの間で複数サイクルの充電モ
ードネゴシエーションが完了した後、マスタデバイスとスレーブデバイスとの間の充電動
作を行うことで、ネゴシエーション後の充電過程の実行安全性、信頼性を確保する。
【０１０３】
　マスタデバイスが、通信セッションに対する上記スレーブデバイスの第１応答又は第１
返答に応じて第２応答を行い得る１つの形態として、マスタデバイスは、通信セッション
に対する上記スレーブデバイスの第１応答又は第１返答を受信し、受信された上記スレー
ブデバイスの第１応答又は第１返答に対応する第２応答を行うことができる。例示として
、マスタデバイスは、所定の時間内に、通信セッションに対する上記スレーブデバイスの
第１応答又は第１返答を受信した場合、上記スレーブデバスの第１応答又は第１返答に対
応する第２応答を次のようにして行う。具体的には、マスタデバイスとスレーブデバイス
とは、充電モードネゴシエーションの１サイクルが完了した後、ネゴシエーション結果に
よって、第１充電モード又は第２充電モードで充電操作を実行し、すなわち第２アダプタ
がネゴシエーション結果によって第１充電モード又は第２充電モードで動作して被充電装
置（例えば、端末）を充電する。
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【０１０４】
　マスタデバイスが、通信セッションに対する上記スレーブデバイスの第１応答又は第１
返答に応じて第２応答を行い得る別の形態として、マスタデバイスは、所定の時間内に、
通信セッションに対する上記スレーブデバイスの第１応答又は第１返答を受信しなくても
、上記スレーブデバイスの第１応答又は第１返答に対応する第２応答を行う。例示として
、マスタデバイスは、所定の時間内に、通信セッションに対する上記スレーブデバイスの
第１応答又は第１返答を受信しなくても、上記スレーブデバイスの第１応答又は第１返答
に対応する第２応答を次のようにして行う。具体的には、マスタデバイスとスレーブデバ
イスとは、充電モードネゴシエーションの１サイクルが完了した後、第１充電モードで充
電操作を実行し、すなわち第２アダプタが第１充電モードで被充電装置（例えば、端末）
を充電する。
【０１０５】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、被充電装置（例えば、端末）がマスタデバ
イスとして通信セッションを開始し、第２アダプタ（又は第２アダプタの制御ユニット）
がスレーブデバイスとしてマスタデバイスによって開始された通信セッションに対して第
１応答又は第１返答を行った後、被充電装置（例えば、端末）は、第２アダプタの第１応
答又は第１返答に対応する第２応答を行うことなく、第２アダプタ（又は第２アダプタの
制御ユニット）と被充電装置（例えば、端末）との間で充電モードネゴシエーションプロ
セスの１サイクルが完了したとみなされる。さらに、第２アダプタは、ネゴシエーション
結果によって第１充電モード又は第２充電モードで被充電装置（例えば、端末）を充電す
ることができる。
【０１０６】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、制御ユニットが被充電装置（例えば、端末
）と双方向通信を行うことにより、第２充電モードにおける第２アダプタの出力を制御す
ることは、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより
、第２充電モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端末）を充
電するための充電電圧を決定することと、制御ユニットが、目標電圧の電圧値が第２充電
モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端末）を充電するため
の充電電圧に等しくなるように、目標電圧の電圧値を調整することとを含んでもよい。
【０１０７】
　具体的に、制御ユニットが被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより
、第２充電モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端末）を充
電するための充電電圧を決定することは、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）
に第２インストラクションを送信することと、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端
末）から送信された第２インストラクションの返答インストラクションを受信することと
を含んでもよい。ここで、第２インストラクションは、第２アダプタの出力電圧が被充電
装置（例えば、端末）のバッテリの現在の電圧にマッチするか否かを問い合わせるように
構成されており、第２インストラクションの返答インストラクションは、第２アダプタの
出力電圧がバッテリの現在の電圧にマッチするか、又はバッテリの現在の電圧より高い若
しくは低いかを示すように構成されている。代替的に、第２インストラクションは、第２
アダプタの現在の出力電圧が第２充電モードにおける第２アダプタから出力された被充電
装置（例えば、端末）を充電するための充電電圧として適切であるか否かを問い合わせる
ように構成され得る。第２インストラクションの返答インストラクションは、第２アダプ
タの出力電圧が適切であるか、又は高い若しくは低いかを示すように構成され得る。第２
アダプタの現在の出力電圧がバッテリの現在の電圧にマッチすること、又は第２アダプタ
の現在の出力電圧が第２充電モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例
えば、端末）を充電するための充電電圧として適切であることは、第２アダプタの現在の
出力電圧がバッテリの現在の電圧よりわずかに高く、かつ第２アダプタの出力電圧とバッ
テリの現在の電圧との間の差が所定の範囲（一般的に、数百ｍＶ）にあることを指し得る
。
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【０１０８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端
末）と双方向通信を行うことにより、第２充電モードにおける第２アダプタの出力を制御
することは、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことによ
り、第２充電モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端末）を
充電するための充電電流を決定することと、制御ユニットが、目標電流の電流値が第２充
電モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端末）を充電するた
めの充電電流に等しくなるように、目標電流の電流値を調整することとを含んでもよい。
【０１０９】
　具体的に、制御ユニットが被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより
、第２充電モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端末）を充
電するための充電電流を決定することは、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）
に第３インストラクションを送信することと、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端
末）から送信された第３インストラクションの返答インストラクションを受信することと
、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）によって現在サポートされている最大充
電電流に基づいて、第２充電モードにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例
えば、端末）を充電するための充電電流を決定することとを含んでもよい。ここで、第３
インストラクションは、被充電装置（例えば、端末）によって現在サポートされている最
大充電電流を問い合わせるように構成されており、第３インストラクションの返答インス
トラクションは、被充電装置（例えば、端末）によって現在サポートされている最大充電
電流を示すように構成されている。なお、制御ユニットは、様々な形態で、被充電装置（
例えば、端末）によって現在サポートされている最大充電電流に基づいて、第２充電モー
ドにおける第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端末）を充電するための充
電電流を決定することができる。例えば、第２アダプタは、被充電装置（例えば、端末）
によって現在サポートされている最大充電電流を、第２充電モードにおける第２アダプタ
から出力された被充電装置（例えば、端末）を充電するための充電電流として決定しても
よく、被充電装置（例えば、端末）によって現在サポートされている最大充電電流及びそ
れ自身の電流出力能力などの要因を考慮したうえで、第２充電モードにおける第２アダプ
タから出力された被充電装置（例えば、端末）を充電するための充電電流を決定してもよ
い。
【０１１０】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端
末）と双方向通信を行うことにより、第２充電モードにおける第２アダプタの出力を制御
することは、第２アダプタが第２充電モードで被充電装置（例えば、端末）を充電する過
程において、制御ユニットが被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより
、第２充電モードで第２アダプタの出力電流を調整することを含んでもよい。
【０１１１】
　具体的に、制御ユニットが被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより
、第２アダプタの出力電流を調整することは、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端
末）に第４インストラクションを送信することと、制御ユニットが、第２アダプタから送
信された第４インストラクションの返答インストラクションを受信することと、制御ユニ
ットが、バッテリの現在の電圧に応じて第２アダプタの出力電流を調整することとを含ん
でもよい。ここで、第４インストラクションは、被充電装置（例えば、端末）バッテリの
現在の電圧を問い合わせるように構成されており、第４インストラクションの返答インス
トラクションは、バッテリの現在の電圧を示すように構成されている。
【０１１２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図１９Ａに示すように、第２アダプタ１０
は、充電インタフェース１９１を含む。さらに、いくつかの実施形態において、第２アダ
プタ１０における制御ユニット（如図２３におけるＭＣＵ）は、充電インタフェース１９
１におけるデータ線１９２を介して、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うこ
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とができる。
【０１１３】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、制御ユニットが被充電装置（例えば、端末
）と双方向通信を行うことにより、第２充電モードで第２アダプタの出力を制御すること
は、制御ユニットが、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、充電
インタフェースに接触不良を生じたか否かを判定することを含んでもよい。
【０１１４】
　具体的に、制御ユニットが被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより
、充電インタフェースに接触不良を生じたか否かを判定することは、制御ユニットが、被
充電装置（例えば、端末）に第４インストラクションを送信することと、制御ユニットが
、被充電装置（例えば、端末）から送信された第４インストラクションの返答インストラ
クションを受信することと、制御ユニットが、第２アダプタの出力電圧及び被充電装置（
例えば、端末）バッテリの現在の電圧に基づいて充電インタフェースに接触不良を生じた
か否かを判定することを含んでもよい。ここで、第４インストラクションは、被充電装置
（例えば、端末）バッテリの現在の電圧を問い合わせるように構成されており、第４イン
ストラクションの返答インストラクションは、被充電装置（例えば、端末）バッテリの現
在の電圧を示すように構成されている。例えば、制御ユニットは、第２アダプタの出力電
圧と被充電装置（例えば、端末）の現在の電圧との電圧差が所定の電圧閾値より高いと判
定した場合、電圧差を第２アダプタから出力された現在の電流値で除算したインピーダン
スが所定のインピーダンス閾値より大きいことを表し、すなわち充電インタフェースに接
触不良が発生したと判定することができる。
【０１１５】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、充電インタフェースにおける接触不良は、
被充電装置（例えば、端末）により判定することができる。具体的に、その判定は、被充
電装置（例えば、端末）が制御ユニットに第６インストラクションを送信することと、被
充電装置（例えば、端末）が制御ユニットから送信された第６インストラクションの返答
インストラクションを受信することと、被充電装置（例えば、端末）が、被充電装置（例
えば、端末）バッテリの現在の電圧及び第２アダプタの出力電圧に基づいて、充電インタ
フェースに接触不良を生じたか否かを判定することとを含む。ここで、第６インストラク
ションは、第２アダプタの出力電圧を問い合わせるように構成されており、第６インスト
ラクションの返答インストラクションは、第２アダプタの出力電圧を示すように構成され
ている。被充電装置（例えば、端末）が充電インタフェースに接触不良を生じたと判定し
た後、被充電装置（例えば、端末）は、充電インタフェースに接触不良を生じたことを示
す第５インストラクションを制御ユニットに送信する。制御ユニットは、第５インストラ
クションを受信した後、第２アダプタが第２充電モードを終了するように第２アダプタを
制御する。
【０１１６】
　以下、図１９Ｂを参照しながら、第２アダプタにおける制御ユニットと被充電装置（例
えば、端末）との間の通信プロセスをさらに詳しく説明する。図１９Ｂの例は、当業者が
本発明の実施形態を理解させるためのものに過ぎず、本発明の実施形態を例示した具体的
な数値又は具体的なシナリオに制限するものではないことが注意されるべきである。当業
者が図１９Ｂに記載された例示に基づいて行う様々な同等の修正又は変更は、本発明の実
施形態に係る範囲に属することは明らかである。
【０１１７】
　図１９Ｂに示すように、第２充電モードで第２アダプタの出力により被充電装置（例え
ば、端末）を充電する過程、すなわち充電過程は、下記の５つの段階を含んでもよい。
【０１１８】
＜段階１＞
　被充電装置（例えば、端末）は、電源供給装置に接続された後、データ線Ｄ＋、Ｄ－に
よって電源供給装置のタイプを検出することができる。電源供給装置は第２アダプタであ
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ることを検出した場合、被充電装置（例えば、端末）によって引き出された電流は、所定
の電流閾値Ｉ２（例えば、１Ａであり得る）より大きくてもよい。第２アダプタにおける
制御ユニットは、所定の期間（例えば、連続時間Ｔ１であり得る）における第２アダプタ
の出力電流がＩ２以上であることを検出した場合、制御ユニットは、被充電装置（例えば
、端末）による電源供給装置のタイプの識別が完了したとみなし、第２アダプタと被充電
装置（例えば、端末）との間のネゴシエーションプロセスを開始し、被充電装置（例えば
、端末）にインストラクション１（上記第１インストラクションに対応する）を送信する
ことにより、被充電装置（例えば、端末）が第２アダプタによる２充電モードでの被充電
装置（例えば、端末）の充電に同意するか否かを問い合わせる。
【０１１９】
　制御ユニットは被充電装置（例えば、端末）から送信されたインストラクション１の返
答インストラクションを受信し、かつ当該インストラクション１の返答インストラクショ
ンは、被充電装置（例えば、端末）が第２アダプタによる第２充電モードでの被充電装置
（例えば、端末）の充電に同意しないことを示す場合、制御ユニットは、第２アダプタの
出力電流を再検出する。第２アダプタの出力電流が所定の連続期間内（例えば、連続時間
Ｔ１であり得る）に相変わらずＩ２以上である場合、制御ユニットは、被充電装置（例え
ば、端末）にインストラクション１を再送信し、被充電装置（例えば、端末）が第２アダ
プタによる第２充電モードでの被充電装置（例えば、端末）の充電に同意するか否かを問
い合わせる。制御ユニットは、被充電装置（例えば、端末）が第２アダプタによる第２充
電モードでの被充電装置（例えば、端末）の充電に同意するか、又は第２アダプタの出力
電流がＩ２以上である要件を満たさないまで、段階１の上記ステップを繰り返す。
【０１２０】
　被充電装置（例えば、端末）は、第２アダプタが第２充電モードで被充電装置（例えば
、端末）を充電することに同意した場合、通信プロセスは第２段階へ移行する。
【０１２１】
＜段階２＞
　第２アダプタの出力電圧は、複数のレベル（multiple levels）を含んでもよい。制御
ユニットは、被充電装置（例えば、端末）にインストラクション２（上記第２インストラ
クションに対応する）を送信することにより、第２アダプタの出力電圧（現在の出力電圧
）が被充電装置（例えば、端末）バッテリの現在の電圧にマッチするか否かを問い合わせ
る。
【０１２２】
　被充電装置（例えば、端末）は、制御ユニットにインストラクション２の返答インスト
ラクションを送信することにより、第２アダプタの出力電圧が被充電装置（例えば、端末
）バッテリの現在の電圧にマッチするか、又はそのバッテリの現在の電圧より高い若しく
は低いかを示す。インストラクション２に対する返答インストラクションは第２アダプタ
の出力電圧が高い若しくは低いを示すと、制御ユニットは、第２アダプタの出力電圧を１
つのレベル調整し、被充電装置（例えば、端末）にインストラクション２を再送信し、第
２アダプタの出力電圧が被充電装置（例えば、端末）バッテリの現在の電圧にマッチする
か否かを再び問い合わせる。被充電装置（例えば、端末）は第２アダプタの出力電圧が被
充電装置（例えば、端末）バッテリの現在の電圧にマッチすると判定するまで段階２の上
記ステップを繰り返し、マッチすると判定した場合には、第３段階へ移行する。
【０１２３】
＜段階３＞
　制御ユニットは、被充電装置（例えば、端末）にインストラクション３（上記第３イン
ストラクションに対応する）を送信し、被充電装置（例えば、端末）によって現在サポー
トされている最大充電電流を問い合わせる。被充電装置（例えば、端末）は、制御ユニッ
トにインストラクション３の返答インストラクションを送信することにより、被充電装置
（例えば、端末）によって現在サポートされている最大充電電流を示し、且つ第４段階へ
移行する。
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【０１２４】
＜段階４＞
　制御ユニットは、被充電装置（例えば、端末）によって現在サポートされている最大充
電電流に応じて、第２充電モードで第２アダプタから出力された被充電装置（例えば、端
末）を充電するための充電電流を決定した後、段階５、すなわち定電流充電段階へ移行す
る。
【０１２５】
＜段階５＞
　定電流充電段階に移行した後、制御ユニットは、一定の時間間隔で、被充電装置（例え
ば、端末）にインストラクション４（上記第４インストラクションに対応する）を送信し
て、被充電装置（例えば、端末）バッテリの現在の電圧を問い合わせることができる。被
充電装置（例えば、端末）は、制御ユニットにインストラクション４の返答インストラク
ションを送信することにより、被充電装置（例えば、端末）バッテリの現在の電圧をフィ
ードバックすることができる。制御ユニットは、被充電装置（例えば、端末）バッテリの
現在の電圧に基づいて、充電インタフェースの接触が良好か否か、及び第２アダプタの出
力電流を低減する必要があるか否かを判断することができる。第２アダプタは、充電イン
タフェースが接触不良と判断した場合、被充電装置（例えば、端末）にインストラクショ
ン５（上記第５インストラクションに対応する）を送信することができ、第２アダプタは
、第２充電モードを終了した後、リセットして段階１へ再度移行する。
【０１２６】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、段階１では、被充電装置（例えば、端末）
がインストラクション１の返答インストラクションを送信するときに、インストラクショ
ン１の返答インストラクションには、被充電装置（例えば、端末）の経路インピーダンス
のデータ（又は情報）を備えてもよい。被充電装置（例えば、端末）の経路インピーダン
スデータは、段階５で充電インタフェースの接触が良好か否かを判断するように構成され
ている。
【０１２７】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、段階２では、被充電装置（例えば、端末）
は第２アダプタが第２充電モードで被充電装置（例えば、端末）を充電することに同意す
るときから、制御ユニットが第２アダプタの出力電圧を適切な充電電圧に調整するまでの
時間は、一定の範囲に制御され得る。当該時間は、所定の範囲を超えると、第２アダプタ
又は被充電装置（例えば、端末）は急速充電の通信プロセスに異常が生じたと判定するこ
とができ、リセットして段階１へ再度移行する。
【０１２８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、段階２では、第２アダプタの出力電圧が被
充電装置（例えば、端末）バッテリの現在の電圧高より△Ｖ（△Ｖは２００～５００ｍＶ
に設定され得る）高くなった場合、被充電装置（例えば、端末）は、制御ユニットにイン
ストラクション２の返答インストラクションを送信することにより、第２アダプタの出力
電圧が被充電装置（例えば、端末）のバッテリ電圧にマッチすることを示す。
【０１２９】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、段階４では、第２アダプタの出力電流の調
整速度は一定の範囲に制御され得、このようにして、調整速度の過大に起因する、第２充
電モードで第２アダプタの出力による被充電装置（例えば、端末）の充電過程に異常の発
生を防止することができる。
【０１３０】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、段階５では、第２アダプタの出力電流の変
化幅は、５％以内に制御され得る。
【０１３１】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、段階５では、制御ユニットは、充電回路の
経路インピーダンスをリアルタイムで監視することができる。具体的に、制御ユニットは
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、第２アダプタの出力電圧、出力電流、及び被充電装置（例えば、端末）からフィードバ
ックされたバッテリの現在の電圧に基づいて、充電回路の経路インピーダンスを監視する
ことができる。充電回路の経路インピーダンスは、被充電装置（例えば、端末）の経路イ
ンピーダンスと充電ケーブルのインピーダンスとの和より大きい場合（「充電回路の経路
インピーダンス」＞「被充電装置（例えば、端末）の経路インピーダンス」＋「充電ケー
ブルのインピーダンス」）、充電インタフェースが接触不良と判断することができ、第２
アダプタは、第２充電モードでの被充電装置（例えば、端末）への充電を停止する。
【０１３２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタは、第２充電モードで被充電
装置（例えば、端末）への充電を動作可能にした後、制御ユニットと被充電装置（例えば
、端末）との間の通信時間の間隔は、一定の範囲に制御され得、通信間隔の過小による通
信プロセスにおける異常の発生を防止することができる。
【０１３３】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、充電過程の停止（又は第２アダプタによる
第２充電モードでの被充電装置（例えば、端末）への充電過程の停止）は、回復可能な停
止と回復不可能な停止の２種類に分けられる。
【０１３４】
　例えば、被充電装置（例えば、端末）は、バッテリの満充電又は充電インタフェースの
接触不良を検出した場合、充電過程を停止して充電通信プロセスをリセットし、充電過程
が段階１へ再度移行する。その後、被充電装置（例えば、端末）は、第２アダプタが第２
充電モードで被充電装置（例えば、端末）を充電することに同意しない場合、通信プロセ
スが段階２へ移行しない。この場合、充電過程の停止は、回復不可能な停止とみなされ得
る。
【０１３５】
　別の例として、制御ユニットと被充電装置（例えば、端末）との間に通信異常が生じる
場合、充電過程を停止して充電通信プロセスをリセットし、充電過程が段階１へ再度移行
する。段階１の要求を満たした後、被充電装置（例えば、端末）は、充電過程を回復させ
るために、第２アダプタが第２充電モードで被充電装置（例えば、端末）を充電すること
に同意する。この場合、充電過程の停止は、回復可能な停止とみなされ得る。
【０１３６】
　別の例として、被充電装置（例えば、端末）は、バッテリの異常発生を検出した場合、
充電過程を停止して充電通信プロセスをリセットし、充電過程が段階１へ再度移行する。
その後、被充電装置（例えば、端末）は、第２アダプタが第２充電モードで被充電装置（
例えば、端末）を充電することに同意しない。バッテリが正常に回復してかつ段階１の要
求を満たした後、被充電装置（例えば、端末）は、第２アダプタが第２充電モードで被充
電装置（例えば、端末）を充電することに同意する。この場合、急速充電過程の停止は、
回復可能な停止とみなされ得る。
【０１３７】
　なお、以上の図１９Ｂに示す通信ステップ又は操作は、例示に過ぎない。例えば、段階
１において、被充電装置（例えば、端末）が第２アダプタと接続された後、被充電装置（
例えば、端末）と制御ユニットとの間のハンドシェイク通信は、被充電装置（例えば、端
末）により開始することができる。すなわち被充電装置（例えば、端末）は、インストラ
クション１を送信して、制御ユニットが第２充電モードを動作可能にするか否かを問い合
わせる。被充電装置（例えば、端末）は、制御ユニットが第２アダプタによる第２充電モ
ードでの被充電装置（例えば、端末）への充電に同意することを示す制御ユニットの返答
インストラクションを受信した場合、第２アダプタは、第２充電モードでの被充電装置（
例えば、端末）のバッテリへの充電を開始する。
【０１３８】
　別の例として、段階５の後では、定電圧充電段階を含んでもよく。具体的に、段階５に
おいて、被充電装置（例えば、端末）は、制御ユニットにバッテリの現在の電圧をフィー
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ドバックし、バッテリの現在の電圧が定電圧充電の電圧閾値に達する場合、充電段階は、
定電流充電段階から定電圧充電段階に転換する。定電圧充電段階において、充電電流は徐
々に減少し、ある閾値まで低下すると、充電過程全体が終了し、被充電装置（例えば、端
末）のバッテリが満充電になったことを示す。
【０１３９】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタの出力電流は、脈動直流（一
方向脈動の出力電流、脈動波形の電流、又は称蒸し饅頭状波形の電流（steamed-bun shap
ed current）とも呼ばれる）である。脈動直流の波形は図２０に示される。
【０１４０】
　第２アダプタの出力電力の増大につれて、第２アダプタは、被充電装置（例えば、端末
）におけるバッテリを充電するときに、バッテリのリチウム析出の現象を起こしやすいの
で、バッテリの使用寿命を低下させる。バッテリの可靠性及び安全性を向上させるために
、本発明の実施形態では、第２アダプタは、脈動直流を出力するように制御される。脈動
直流は、充電インタフェースにおける接点のアークの発生確率及び強度を低減し、充電イ
ンタフェースの寿命を向上させることができる。第２アダプタの出力電流は、様々な形態
で脈動直流に設定され得る。例えば、第２アダプタの出力電流は、電力変換ユニット１１
における二次フィルタユニットを取り除き、二次電流を整流した後、そのまま出力して脈
動直流を生成することによって脈動直流に設定され得る。
【０１４１】
　さらに、図２１に示すように、上述したいずれかの実施形態に基づいて、第２アダプタ
１０は、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、第２充電モードにおける
被充電装置（例えば、端末）に対する充電速度が第１充電モードにおける被充電装置（例
えば、端末）に対する充電速度より速い。電力変換ユニット１１は二次フィルタユニット
２１１を含んでもよく、第２アダプタ１０は制御ユニット２１２を含んでもよい。制御ユ
ニット２１２は、二次フィルタユニット２１１と接続されている。第１充電モードにおい
て、制御ユニット２１２は、二次フィルタユニット２１１を動作させるように制御するこ
とにより、第２アダプタ１０の出力電圧の電圧値が一定に維持される。第２充電モードに
おいて、制御ユニット２１２は、二次フィルタユニット２１１の動作を停止させるように
制御することにより、第２アダプタ１０の出力電流が脈動直流になる。
【０１４２】
　本発明の実施形態において、制御ユニットは二次フィルタユニットが動作するか否かを
制御することにより、第２アダプタは、電流値が一定である通常の直流を出力することが
でき、出力電流値が変化する脈動直流を出力することもできるので、従来の充電モードと
互換性を有する。
【０１４３】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタ１０は、定電流モードであり
得る第２充電モードで動作可能である。第２充電モードにおいて、第２アダプタの出力電
流は、同様にリチウムセルのリチウム析出現象を減少してセルの使用寿命を向上可能な交
流である。
【０１４４】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタ１０は、定電流モードであり
得る第２充電モードで動作可能である。第２充電モードにおいて、第２アダプタの出力電
圧及び出力電流は、被充電装置（例えば、端末）のバッテリの両端に直接印加され、バッ
テリに対してダイレクトチャージ（direct-charge）を行う。
【０１４５】
　具体的に、ダイレクトチャージとは、第２アダプタの出力電圧及び出力電流を、変換回
路によって変換することなく、被充電装置（例えば、端末）バッテリの両端に直接印加（
又は直接導入）し、被充電装置（例えば、端末）のバッテリを充電することを指し得る。
このようにして、ダイレクトチャージは、変換過程による電力損失を防止することができ
る。第２充電モードにより充電する過程において、充電回路における充電電圧又は充電電
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流の調整を可能にするために、第２アダプタは、インテリジェントアダプタとして設計さ
れてもよく、このような第２アダプタによって充電電圧又は充電電流を変換することによ
り、被充電装置（例えば、端末）の負担を減少し、被充電装置の発熱量を低減することが
できる。本明細書における定電流モードとは、第２アダプタの出力電流を制御する充電モ
ードを指し、第２アダプタの出力電流を常に一定（不変）に維持することを求めると解釈
されるべきではない。実際には、第２アダプタは、定電流モードで多段定電流により充電
を行うことが多い。
【０１４６】
　多段定電流充電（Multi-stage constant current charging）は、Ｎ個（Ｎは、２以上
の整数である）の充電段階を有する。多段定電流充電は、所定の充電電流で第１段階の充
電を開始することができる。上記多段定電流充電のＮ個の充電段階は、第１段階から第（
Ｎ－１）段階まで順次に実行され、充電段階における前の充電段階から次の充電段階に移
行した後、充電電流値が小さくなり、バッテリ電圧が充電終止電圧の閾値に達すると、充
電段階における前の充電段階から次の充電段階に移行する。
【０１４７】
　さらに、第２アダプタの出力電流が脈動直流である場合、定電流モードは、脈動直流の
ピーク値又は平均値を制御する充電モード、すなわち、図２２に示すように、第２アダプ
タの出力電流のピーク値が定電流モードに対応する電流を超えないように制御する充電モ
ードを指し得る。また、第２アダプタの出力電流が交流である場合、定電流モードは、交
流のピーク値を制御する充電モードを指し得る。
【０１４８】
　以下、具体的な例を参照しながら、本発明の実施形態をさらに詳しく説明する。図２３
の例は、当業者が本発明の実施形態を理解させるためのものに過ぎず、本発明の実施形態
を例示した具体的な数値又は具体的なシナリオに制限するものではないことが注意される
べきである。当業者が図２３に記載された例示に基づいて行う様々な同等の修正又は変更
は、本発明の実施形態に係る範囲に属することは明らかである。
【０１４９】
　第２アダプタは、電力変換ユニット（上記電力変換ユニット１１に対応する）を含む。
図２３に示すように、上記電力変換ユニットは、交流ＡＣの入力端と、一次整流ユニット
２３１と、変圧器Ｔ１と、二次整流ユニット２３２と、二次フィルタユニット２３３とを
備えてもよい。
【０１５０】
　具体的には、交流ＡＣの入力端に定格電流（mains current、一般的に２２０Ｖにおけ
る交流である）を導入した後、その定格電流を一次整流ユニット２３１に伝送する。
【０１５１】
　一次整流ユニット２３１は、定格電流を第１脈動直流に変換した後、第１脈動直流を変
圧器Ｔ１に伝送するように構成されている。本発明の実施形態において、一次整流ユニッ
ト２３１は、特に限定されず、例えば、図２３に示されたフルブリッジ整流ユニット又は
ハーフブリッジ整流ユニットのようなブリッジ整流ユニットであってもよい。
【０１５２】
　従来のアダプタの一次側には、一次フィルタユニットを備える。一次フィルタユニット
は、一般的に液体アルミニウム電解コンデンサによりフィルタリングするが、液体アルミ
ニウム電解コンデンサの体積が比較的大きいため、アダプタの体積の増大をもたらす。本
発明の実施形態に係る第２アダプタの一次側には、一次フィルタユニットを備えないので
、第２アダプタの体積を大幅に減少することができる。
【０１５３】
　変圧器Ｔ１は、第１脈動直流を変圧器の一次側から二次側に結合して、第２脈動直流を
得て、変圧器Ｔ１の二次巻線からその第２脈動直流を出力するように構成されている。変
圧器Ｔ１は、通常の変圧器であってもよく、動作周波数が５０ＫＨｚ～２ＭＨｚの高周波
変圧器であってもよい。変圧器Ｔ１の一次巻線の数及び接続形態は、第２アダプタで使用
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されるスイッチング電源のタイプによって異なるが、本発明の実施形態で特に限定されな
い。図２３に示すように、第２アダプタは、フライバックスイッチング電源を使用するこ
とができる。変圧器の一次巻線は、一方の端が一次整流ユニット２３１に接続され、他方
の端がＰＷＭコントローラにより制御されるスイッチに接続されている。言うまでもなく
、第２アダプタは、フォワードスイッチング電源，又はプッシュプルスイッチング電源を
使用した第２アダプタであってもよい。異なるタイプのスイッチング電源における一次整
流ユニット及び変圧器は、それぞれの接続形態を有し、ここで簡潔のために詳しい説明が
省略される。
【０１５４】
　二次整流ユニット２３２は、変圧器Ｔ１の二次巻線から出力された第２脈動直流を整流
して、第３脈動直流を得るように構成されている。二次整流ユニット２３２は、様々な形
態を有するが、図２３に典型的な二次同期整流回路を示した。その同期整流回路は、同期
整流（SynchronousRectifier、ＳＲ）チップと、そのＳＲチップにより制御されるＭＯＳ
（Metal OxideSemiconductor、ＭＯＳ）トランジスタと、ＭＯＳトランジスタのソース及
びドレインの両端に接続されたダイオードとを含む。上記ＳＲチップは、ＭＯＳトランジ
スタのゲートにＰＷＭ制御信号を送信して、そのＭＯＳトランジスタのオン／オフを制御
することにより、二次の同期整流を実現する。
【０１５５】
　二次フィルタユニット２３３は、二次整流ユニット２３２から出力された第２脈動直流
を整流して、第２アダプタの出力電圧及び出力電流（すなわち、図２３におけるＶＢＵＳ
及びＧＮＤ両端の電圧及び電流）を得るように構成されている。図２３の実施形態におい
て、二次フィルタユニット２３３におけるコンデンサは、固体コンデンサ、又は並列に接
続された固体コンデンサと通常コンデンサ（例えば、セラミックコンデンサ）によりフィ
ルタリングすることができる。
【０１５６】
　さらに、二次フィルタユニット２３３は、図２３におけるスイッチトランジスタＱ１の
ようなスイッチユニットを含んでもよい。そのスイッチトランジスタＱ１は、ＭＣＵから
送信された制御信号を受信する。ＭＣＵがスイッチトランジスタＱ１をオンにするように
制御するときに、二次フィルタユニット２３３は動作を開始して、第２アダプタを第１充
電モードで動作させる。第１充電モードにおいて、第２アダプタは、出力電圧が５Ｖで、
出力電流が安定の直流であり得る。ＭＣＵがスイッチトランジスタＱ１をオフにするよう
に制御するときに、二次フィルタユニット２３３は動作を停止して、第２アダプタを第２
充電モードで動作させる。第２充電モードにおいて、第２アダプタは、二次整流ユニット
２３２を整流して得られた脈動直流を直接に出力する。
【０１５７】
　さらに、第２アダプタは、電圧フィードバックユニット（上記電圧フィードバックユニ
ット１２に対応する）を含んでもよい。図２３に示すように、電圧フィードバックユニッ
トは、抵抗Ｒ１、抵抗Ｒ２及び第１オペアンプＯＰＡ１を含んでもよい。
【０１５８】
　具体的に、抵抗Ｒ１及び抵抗Ｒ２は、第２アダプタの出力電圧（すなわちＶＢＵＳにお
ける電圧）をサンプリングして、得られた第１電圧をＯＰＡ１の逆相入力端に転送するこ
とにより、第２アダプタの出力電圧の大きさを示す。第１オペアンプＯＰＡ１の同相入力
端は、ＤＡＣ１を介してＭＣＵのＤＡＣ１ポートに接続されている。ＭＣＵは、ＤＡＣ１
から出力されたアナログ量の大きさを制御することにより、第１オペアンプＯＰＡ１の基
準電圧（上記第１基準電圧に対応する）の電圧値を調整し、さらに電圧フィードバックユ
ニットが対応する目標電圧の電圧値を調整する。
【０１５９】
　さらに、第２アダプタは、電流フィードバックユニット（上記電流フィードバックユニ
ット１３に対応する）を含んでもよい。図２３に示すように、電流フィードバックユニッ
トは、抵抗Ｒ３、ガルバノメータ、抵抗Ｒ４、抵抗Ｒ５、及び第２オペアンプＯＰＡ２を
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含んでもよい。
【０１６０】
　具体的に、抵抗Ｒ３は、電流検出抵抗である。ガルバノメータは、抵抗Ｒ３を流れる電
流を検出して第２アダプタの出力電流を得た後、その第２アダプタの出力電流を対応する
電圧値に変換し、抵抗Ｒ４及び抵抗Ｒ５の両端に出力して分圧を行うことにより、第２電
圧を得る。第２電圧は、第２アダプタの出力電流の大きさを示すように構成されている。
第２オペアンプＯＰＡ２の逆相入力端は、第２電圧うを受信するように構成されている。
第２オペアンプＯＰＡ２の同相入力端は、ＤＡＣ２を介してＭＣＵのＤＡＣ２ポートに接
続されている。ＭＣＵは、ＤＡＣ２から出力されたアナログ量の大きさを制御することに
より、第２オペアンプＯＰＡ２の基準電圧（上記第２基準電圧に対応する）の電圧値を調
整して、さらに電流フィードバックユニットが対応する目標電流の電流値を調整する。
【０１６１】
　第２アダプタは、電力調整ユニット（上記電力調整ユニット１４に対応する）をさらに
含む。図２３に示すように、電力調整ユニットは、第１ダイオードＤ１、第２ダイオード
Ｄ２、光電結合ユニット２３４、ＰＷＭコントローラ、及びスイッチトランジスタＱ２を
含んでもよい。
【０１６２】
　具体的に、第１ダイオードＤ１及び第２ダイオードＤ２は、逆並列に接続された２つの
ダイオードであり、第１ダイオードＤ１及び第２ダイオードＤ２のアノードが、図２３に
示されたフィードバックポイントに接続されている。光電結合ユニット２３４の入力端は
、フィードバックポイントの電圧信号を受信するように構成されている。フィードバック
ポイントの電圧が光電結合ユニット２３４の動作電圧ＶＤＤより低い場合、光電結合ユニ
ット２３４は、ＰＷＭコントローラのＦＢ端にフィードバック電圧を供給するように動作
を開始する。ＰＷＭコントローラは、ＣＳ端の電圧とＦＢ端の電圧とを比較することによ
り、ＰＷＭ端から出力されたＰＷＭ信号のデューティ比を制御する。第１オペアンプＯＰ
Ａ１から出力された電圧信号（すなわち上述した電圧フィードバック信号）が０である場
合、又は第２オペアンプＯＰＡ２から出力された電圧信号（すなわち上述した電流フィー
ドバック信号）が０である場合には、ＦＢ端の電圧は安定であり、ＰＷＭコントローラの
ＰＷＭ端から出力されたＰＷＭ制御信号のデューティ比が一定に維持される。ＰＷＭコン
トローラのＰＷＭ端は、スイッチトランジスタＱ２を介して変圧器Ｔ１の一次巻線に接続
され、第２アダプタの出力電圧及び出力電流を制御するように構成されている。ＰＷＭ端
から送信された制御信号のデューティ比が一定である場合、第２アダプタの出力電圧及び
出力電流は安定に維持される。
【０１６３】
　さらに、図２３の第２アダプタは、第１調整ユニット及び第２調整ユニットをさらに含
む。図２３に示すように、第１調整ユニットは、ＭＣＵ（上記制御ユニットに対応する）
及びＤＡＣ１を含み、第１オペアンプＯＰＡ１の基準電圧の電圧値を調整し、さらに電圧
フィードバックユニットに対応する目標電圧の電圧値を調整するように構成されている。
第２調整ユニットは、ＭＣＵ（上記制御ユニットに対応する）及びＤＡＣ２を含み、第２
オペアンプＯＰＡ２の基準電圧を調整し、さらに電流フィードバックユニットに対応する
目標電流の電流値を調整するように構成されている。
【０１６４】
　ＭＣＵは、第２アダプタの現在使用されている充電モードに基づいて目標電圧の電圧値
及び目標電流の電流値を調整することができる。例えば、第２アダプタは、定電圧モード
で充電するときに、目標電圧を定電圧モードに対応する電圧に調整し、目標電流を定電圧
モードで許容される最大出力電流に調整することができる。別の例として、第２アダプタ
は、定電流モードで充電するときに、目標電流を定電流モードに対応する電流に調整し、
目標電圧調整を定電流モードで許容される最大出力電圧に調整することができる。
【０１６５】
　例えば、定電圧モードにおいて、目標電圧は固定電圧値（例えば、５Ｖ）に調整され得
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る。一次側に一次フィルタユニット（一次フィルタユニットが大体積の液体アルミニウム
電解コンデンサを使用するので、本発明の実施形態では、第２アダプタの体積を減少する
ために一次フィルタユニットを取り除いた）が設けられておらず、二次フィルタユニット
２３３の負荷容量が限られることを考慮して、目標電流は、５００ｍＡ又は１Ａに設定さ
れ得る。第２アダプタは、まず、電圧フィードバックループに基づいて出力電圧を５Ｖに
調整する。第２アダプタの出力電流が目標電流に達すると、電流フィードバックループに
より、第２アダプタの出力電流が目標電流を超えないように制御する。定電流モードにお
いて、目標電流は４Ａに設定され、目標電圧は５Ｖに設定され得る。第２アダプタの出力
電流は脈動直流であるため、電流フィードバックループにより、４Ａより高い電流に対し
てピーククリッピング処理を行うことにより、脈動直流の電流ピーク値を４Ａに維持する
ことができる。第２アダプタの出力電圧が目標電圧を超えると、電圧フィードバックルー
プにより、第２アダプタの出力電圧が目標電圧を超えないように制御する。
【０１６６】
　また、ＭＣＵは、通信インタフェースを含んでもよい。ＭＣＵは、当該通信インタフェ
ースを介して被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行い、第２アダプタの充電過程
を制御することができる。充電インタフェースがＵＳＢインタフェースである場合を例と
すると、上記通信インタフェースは当該ＵＳＢインタフェースであってもよい。具体的に
、第２アダプタは、ＵＳＢインタフェースにおける電源線により被充電装置（例えば、端
末）を充電するとともに、ＵＳＢインタフェースにおけるデータ線（Ｄ＋及び／又はＤ－
）により被充電装置（例えば、端末）と通信を行うことができる。
【０１６７】
　また、光電結合ユニット２３４は、電圧調整ユニットに接続され、オプトカプラの動作
電圧を安定に維持することができる。図２３に示すように、本発明の実施形態における電
圧安定ユニット（電圧調整ユニット）は、低ドロップアウト調整器（Low Dropout Regula
tor、ＬＤＯ）により実現され得る。
【０１６８】
　図２３は、制御ユニット（ＭＣＵ）がＤＡＣ１により第１オペアンプＯＰＡ１の基準電
圧を調節する例を挙げて説明する。このような基準電圧の調整方法は、図４に示された基
準電圧の調整方法に対応するが、本発明の実施形態はこれに限定されず、例えば、図５～
図８に示されたいずれかの基準電圧の調整方法を使用することができ、ここで簡潔のため
に詳しい説明が省略される。
【０１６９】
　図２３は、制御ユニット（ＭＣＵ）がＤＡＣ２により第２オペアンプＯＰＡ２の基準電
圧を調節する例を挙げて説明する。このような基準電圧の調整方法は、図１２に示された
基準電圧の調整方法に対応するが、本発明の実施形態はこれに限定されず、例えば、図１
３～図１６に示されたいずれかの基準電圧の調整方法を使用することができ、ここで簡潔
のために詳しい説明が省略される。
【０１７０】
　以上、図１～図２３を参照しながら、本発明に係る装置の実施形態を詳しく説明した。
以下、図２４を参照しながら、本発明の実施形態に係る方法実施形態を詳しく説明する。
なお、方法に関する説明は、装置に関する説明に対応するため、ここで簡潔のために重複
した説明は適切に省略される。
【０１７１】
　図２４は、本発明の実施形態に係る充電制御方法のフロー図である。図２４の充電方法
は、上述した第２アダプタ１０により実行され得る。当該充電方法は、下記の動作２４１
０～２４４０を含み得る。
【０１７２】
　２４１０では、入力された交流を変換することにより、第２アダプタの出力電圧及び出
力電流を得る。
【０１７３】
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　２４２０では、第２アダプタの出力電圧を検出することにより、第２アダプタの出力電
圧が所定の目標電圧に達したか否かを示す電圧フィードバック信号を生成する。
【０１７４】
　２４３０では、第２アダプタの出力電流を検出することにより、第２アダプタの出力電
流が所定の目標電流に達したか否かを示す電流フィードバック信号を生成する
【０１７５】
　２４４０では、電圧フィードバック信号が第２アダプタの出力電圧が目標電圧に達した
ことを示す場合、又は電流フィードバック信号が第２アダプタの出力電流が目標電流に達
したことを示す場合、第２アダプタの出力電圧及び出力電流を安定化させる。
【０１７６】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタは、定電圧モードである第１
充電モードで動作可能である。定電圧モードにおいて、目標電圧は定電圧モードに対応す
る電圧であり、目標電流は第２アダプタの定電圧モードで許容される最大出力電流である
。図２４の方法は、電圧フィードバック信号に基づいて第２アダプタの出力電圧を定電圧
モードに対応する電圧に調整することをさらに含んでもよい。２４４０では、電流フィー
ドバック信号が第２アダプタの出力電流が第２アダプタの定電圧モードで許容される最大
出力電流に達したことを示す場合、第２アダプタの出力電流が第２アダプタの定電圧モー
ドで許容される最大出力電流を超えないように制御することを含んでもよい。
【０１７７】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタは、一次整流ユニット、変圧
器、二次整流ユニット、及び二次フィルタユニットを含む。上記一次整流ユニットは、脈
動波形の電圧を上記変圧器に直接出力する。
【０１７８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタの定電圧モードで許容される
最大出力電流は、二次フィルタユニットにおけるキャパシタ容量に基づいて決定される。
【０１７９】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタは、定電流モードである第２
充電モードで動作可能である。定電流モードにおいて、目標電圧は第２アダプタの定電流
モードで許容される最大出力電圧であり、目標電流は定電流モードに対応する電流である
。図２４の方法は、電流フィードバック信号に基づいて第２アダプタの出力電流を定電流
モードに対応する電流に調整することをさらに含む。２４４０では、電圧フィードバック
信号が第２アダプタの出力電圧が第２アダプタの定電流モードで許容される最大出力電圧
に達したことを示す場合、第２アダプタの出力電圧が第２アダプタの定電流モードで許容
される最大出力電圧を超えないように制御する。
【０１８０】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図２４の方法は、目標電圧の値を調整する
ことをさらに含む。
【０１８１】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタは、第１充電モード及び第２
充電モードで動作可能である。上記目標電圧の値を調整することは、第２アダプタの現在
使用されている第１充電モード又は第２充電モードに基づいて、目標電圧の値を調整する
ことを含んでもよい。
【０１８２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタの出力電圧を検出することに
より、電圧フィードバック信号を生成することは、第２アダプタの出力電圧をサンプリン
グして第１電圧を得ることと、第１電圧と第１基準電圧とを比較することと、第１電圧と
第１基準電圧との比較結果に基づいて電圧フィードバック信号を生成することとを含んで
もよい。目標電圧の値を調整することは、第１基準電圧の値を調整することにより目標電
圧の値を調整することを含む。
【０１８３】
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　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第１基準電圧の値は、第１ＤＡＣによ
って調整される。
【０１８４】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第１基準電圧の値は、ＲＣフィルタユ
ニットによって調整される。
【０１８５】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第１基準電圧の値は、デジタルポテン
ショメータによって調整される。
【０１８６】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタの出力電圧を検出することに
より、電圧フィードバック信号を生成することは、所定の分圧比に基づいて第２アダプタ
の出力電圧を分圧して、第１電圧を生成することと、第１電圧と第１基準電圧とを比較す
ることと、第１電圧と第１基準電圧との比較結果に基づいて電圧フィードバック信号を生
成することとを含んでもよい。上記目標電圧の値を調整することは、分圧比を調整するこ
とにより目標電圧の電圧値を調整することを含む。
【０１８７】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記分圧比は、デジタルポテンショメータ
の分圧比である。
【０１８８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、図２４の方法は、目標電流の電流値を調整
することを含んでもよい。
【０１８９】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタは、第１充電モード及び第２
充電モードで動作可能である。上記目標電流の電流値を調整することは、第２アダプタの
現在使用されている第１充電モード又は第２充電モードに基づいて、目標電流の電流値を
調整することを含んでもよい。
【０１９０】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、第２アダプタの出力電流を検出することに
より、電流フィードバック信号を生成することは、第２アダプタの出力電流をサンプリン
グして、第２アダプタの出力電流の大きさを示す第２電圧を得ることと、第２電圧と第２
基準電圧とを比較することと、第２電圧及び第２基準電圧の比較結果に基づいて、電流フ
ィードバック信号を生成することとを含んでもよい。上記目標電流の電流値を調整するこ
とは、第２基準電圧の電圧値を調整することにより、目標電流の電流値を調整することを
含んでもよい。
【０１９１】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２基準電圧の値は、第２ＤＡＣによ
って調整される。
【０１９２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２基準電圧の値は、ＲＣフィルタユ
ニットによって調整される。
【０１９３】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２基準電圧の値は、デジタルポテン
ショメータによって調整される。
【０１９４】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタの出力電流を検出するこ
とにより、電流フィードバック信号を生成することは、第２アダプタの出力電流をサンプ
リングして、第２アダプタの出力電流の大きさを示す第３電圧を得ることと、第２電圧と
第２基準電圧とを比較することと、第２電圧と第２基準電圧との比較結果に基づいて、電
流フィードバック信号を生成することとを含んでもよい。上記目標電流の電流値を調整す
ることは、分圧比を調整することにより目標電流の電流値を調整することを含んでもよい
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。
【０１９５】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記分圧比は、デジタルポテンショメータ
の分圧比である。
【０１９６】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、第１充電モード及び
第２充電モードで動作可能である。上記第２アダプタは、上記第２充電モードにおける被
充電装置に対する充電速度が上記第１充電モードにおける上記被充電装置に対する充電速
度より速い。図２４の方法は、上記第２アダプタが被充電装置と接続される過程において
、上記被充電装置と双方向通信を行うことにより、上記第２充電モードにおける上記第２
アダプタの出力を制御することをさらに含んでもよい。
【０１９７】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタの出力を制御する過程ことは、上記
被充電装置と双方向通信を行うことにより、上記第２アダプタと上記被充電装置との間の
充電モードをネゴシエーションすることを含んでもよい。
【０１９８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２アダプタと上記被充電装置との間の充電モードをネゴシエーションするこ
とは、上記被充電装置が上記第２充電モードを動作可能にするか否かを問い合わせる第１
インストラクションを、上記被充電装置に送信することと、上記被充電装置から送信され
た、上記被充電装置が上記第２充電モードを動作可能にすることに同意するか否かを示す
上記第１インストラクションの返答インストラクションを受信することと、上記被充電装
置が上記第２充電モードを動作可能にすることに同意する場合、上記第２充電モードで上
記被充電装置を充電することとを含んでもよい。
【０１９９】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタの出力を制御することは、上記被充
電装置と双方向通信を行うことにより、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタか
ら出力された上記被充電装置を充電するための充電電圧を決定することと、上記目標電圧
の電圧値が上記第２充電モードにおける上記第２アダプタから出力された上記被充電装置
を充電するための充電電圧に等しくなるように、上記目標電圧の電圧値を調整することと
を含んでもよい。
【０２００】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタから出力された上記被充電装置を充
電するための充電電圧を決定することは、上記第２アダプタの出力電圧が上記被充電装置
のバッテリの現在の電圧にマッチするか否かを問い合わせる第２インストラクションを、
上記被充電装置に送信することと、上記被充電装置から送信された、上記第２アダプタの
出力電圧が上記バッテリの現在の電圧にマッチするか、又は上記バッテリの現在の電圧よ
り高い若しくは低いかを示す上記第２インストラクションの返答インストラクションを受
信することとを含んでもよい。
【０２０１】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタの出力を制御することは、上記被充
電装置と双方向通信を行うことにより、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタか
ら出力された上記被充電装置を充電するための充電電流を決定することと、上記目標電流
の電流値が上記第２充電モードにおける上記第２アダプタから出力された上記被充電装置
を充電するための充電電流に等しくなるように、上記目標電流の電流値を調整することと
を含んでもよい。
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【０２０２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタから出力された上記被充電装置を充
電するための充電電流を決定することは、上記被充電装置によって現在サポートされてい
る最大充電電流を問い合わせる第３インストラクションを、上記被充電装置に送信するこ
とと、上記被充電装置から送信された、上記被充電装置によって現在サポートされている
最大充電電流を示す上記第３インストラクションの返答インストラクションを受信するこ
とと、上記被充電装置によって現在サポートされている最大充電電流に基づいて上記第２
充電モードにおける上記第２アダプタから出力された上記被充電装置を充電するための充
電電流を決定することとを含んでもよい。
【０２０３】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２充電モードにおける上記第２アダプタの出力を制御することは、上記第２
充電モードで充電する過程において、上記被充電装置と双方向通信を行うことにより、上
記第２アダプタの出力電流を調整することを含んでもよい。
【０２０４】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、上記第２アダプタの出力電流を調整することは、上記被充電装置のバッテリの現在
の電圧を問い合わせる第４インストラクションを、上記被充電装置に送信することと、上
記第２アダプタから送信された、上記バッテリの現在の電圧を示す上記第４インストラク
ションの返答インストラクションを受信することと、上記バッテリの現在の電圧に基づい
て上記第２アダプタの出力電流を調整することとを含んでもよい。
【０２０５】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、充電インタフェース
を含み。上記第２アダプタは、上記充電インタフェースにおけるデータ線を介して上記被
充電装置と双方向通信を行う。
【０２０６】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、定電流モードである
第２充電モードで動作可能であり、上記第２充電モードにおいて、上記第２アダプタの出
力電流が脈動直流である。
【０２０７】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、定電圧モードである
第１充電モードで動作可能である。上記第２アダプタは、二次フィルタユニットを含む。
図２４の方法は、上記第１充電モードにおいて、上記二次フィルタユニットを動作させる
ように制御することにより、上記第２アダプタの出力電圧の電圧値が一定に維持され、在
上記第２充電モードにおいて、上記二次フィルタユニットの動作を停止させるように制御
することにより、上記第２アダプタの出力電流が脈動直流になることをさらに含んでもよ
い。
【０２０８】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、定電流モードである
第２充電モードで動作可能であり、上記第２充電モードにおいて、上記第２アダプタの出
力電流が交流である。
【０２０９】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、第２充電モードで動
作可能であり、上記第２充電モードにおいて、上記第２アダプタの出力電圧及び出力電流
が上記被充電装置のバッテリの両端に直接印加され、上記バッテリに対してダイレクトチ
ャージを行う。
【０２１０】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、モバイル被充電装置
を充電するように構成された第２アダプタである。
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【０２１１】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、充電過程を制御する
ように構成された、ＭＣＵである制御ユニットを含む
【０２１２】
　任意選択で、いくつかの実施形態において、上記第２アダプタは、ＵＳＢインタフェー
スである充電インタフェースを含む。
【０２１３】
　本文における「第１アダプタ」及び「第２アダプタ」は、説明を便利にするためのもの
に過ぎず、本発明の実施形態に係るアダプタの具体的なタイプを限定するものではないこ
とが理解されるべきである。
【０２１４】
　当業者であれば理解できるように、本明細書で開示された実施形態に関連して説明され
た様々なユニット及びアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、またはコンピュータ
ソフトウェアと電子ハードウェアの組み合せで実施されることが可能である。これらの機
能がハードウェアまたはソフトウェアで実現されるかどうかは、技術手段の特定応用およ
び設計の制約条件に依存する。当業者は、各特定応用に対して、異なる方法を使用して上
記機能を実現することができ、しかしながら、この実現は、本発明の範囲を超えるものと
見なすべきではない。
【０２１５】
　また、当業者であれば理解できるように、説明の便利および簡潔のために、上記システ
ム、装置、およびユニットの詳細な動作プロセスについては、上記方法実施形態に対応す
るプロセスを参照することができるため、再度説明しない。
【０２１６】
　本出願に提供された若干の実施形態においては、開示されたシステム、装置、および方
法は、他の様式で実現されることができると見なすべきである。例えば、以上に説明され
た装置実施形態は、単に例示的である。例えば、ユニット分割は、単に論理的機能分割で
あり、実際の実現形態では他の分割であってもよい。例えば、複数のユニットまたは構成
要素が別のシステムに組み合わせられるまたは組み込まれることができ、あるいは、若干
の特徴が無視されるまたは実行されない。さらに、表示または説明された相互結合または
直接結合または通信接続は、若干のインタフェースを介して実現されることができ、装置
またはユニットの間接結合または通信接続は、電気的形態、機械的形態、または他の形態
であってもよい。
【０２１７】
　別個の部材として説明されたユニットは、物理的に別個であってもよく、または、物理
的に別個ではなくてもよい。表示ユニットとしての部材は、物理的ユニットであってもよ
く、または、物理的ユニットではなくてもよく、つまり、一つの位置にあってもよく、ま
たは、複数のネットワークユニットに分布してもよい。ユニットの一部または全部は、実
施形態に係る技術手段の目的を達成するために、実際のニーズに応じて選択されてもよい
。
【０２１８】
　また、本発明の各実施形態における各機能ユニットは、一つの処理ユニットに組み込ま
れてもよく、物理的に単独で存在してもよく、二つ以上のユニットが一つのユニットに組
み込まれてもよい。
【０２１９】
　上記機能がソフトウェア機能ユニットで実現され、独立した製品として販売または使用
される場合、このソフトウェアはコンピュータ可読記憶媒体に記憶されてもよい。このよ
うな理解に基づいて、本発明の技術手段の要旨、あるいは従来技術に寄与する部分、ある
いは技術手段的一部は、ソフトウェア製品で実現されてもよい。このコンピュータソフト
ウェア製品は、記憶媒体に記憶され、本発明の様々な実施形態に係る方法のステップの全
部または一部をコンピュータ(パーソナルコンピュータ、サーバ、またはネットワークデ
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バイスなど)に実行させるための若干のコマンドを含んでもよい。上記記憶媒体は、ＵＳ
Ｂメモリ、リムーバブルハードディスク、読み出し専用メモリ(ＲＯＭ、Ｒｅａｄ－Ｏｎ
ｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ)、ランダムアクセスメモリ(ＲＡＭ、Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ)、磁気ディスク、または光ディスクなどの、プログラムコードを記憶する
ことができる任意の媒体を含んでもよい。
【０２２０】
　以上、本発明の実施形態を示して説明したが、当業者にとって理解できるのは、上記の
実施形態は例示的なものに限らず、本発明を制限するように解釈される事が出来ない。本
発明の原理と要旨から逸脱しない範囲で、これらの実施形態に対し様々な変更、修正、置
換および変形をすることができる。
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